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秋桜（コスモス）
■秋になるとあちらこちらでこの花を見か
けます。「秋桜」の字は、主に秋に咲き、花
弁の形が桜に似ているところからの和名で
す。■市内岩森の広域農道沿いの花畑。こ
の時期になると一面コスモスの花で彩られ、
また春にはポピーが私たちの目を楽しませ
てくれ、「名所」として知られていました。こ
の畑は、栽培から管理までをこれまでボラ
ンティアで地元長寿会のみなさんが取り組
んできました。しかし、作業をすべて手作
業でやってきたため、会員の高齢化で続け
ることが難しくなってきました。市では12
年の間、ここまで取り組んできた長寿会の
みなさんの努力を次につなげたいと考えて
います。ご協力いただけるみなさんは、緑
化推進課［ 055（278）1671］までご連
絡ください。

今月の表紙は清川の田んぼです。

甲斐市の人口　74,296人（＋57）

住民基本台帳人口72,909人（＋27） 男性36,445人（＋1） 女性36,464人（＋26）
世帯数27,700世帯（＋15） 外国人登録人口1,387人（＋30） （ ）内は前月比

（平成18年８月末現在）
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私
た
ち
日
本
人
が
昔
持
っ
て
い
た「
も

っ
た
い
な
い
」の
考
え
方
こ
そ
、
環
境
問

題
を
考
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
精
神
だ
と

感
銘
し
た
、
ケ
ニ
ア
出
身
の
環
境
保
護

活
動
家
で
あ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
経
験
者
で
あ
る
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ

イ
さ
ん
。

彼
女
は
感
銘
を
受
け
た
こ
の「
も
っ
た

い
な
い
」の
概
念
を
世
界
中
に
広
め
る
た

め
他
の
言
語
で
該
当
す
る
よ
う
な
言
葉

を
探
し
ま
し
た
が
、「
も
っ
た
い
な
い
」

の
よ
う
に
自
然
や
物
に
対
す
る
敬
意
、

愛
な
ど
の
意
思
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
言
葉
、
ま
た
消
費
削
減（
リ
デ
ュ
ー

ス
）、
再
使
用（
リ
ユ
ー
ス
）、
再
生
利
用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）、
修
理（
リ
ペ
ア
）
の
概

念
を
一
語
で
表
せ
る
言
葉
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま

「M
O
T
T
A
IN
A
I

」
を
世
界
共
通
の
言
葉

と
し
て
広
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
生
活
の
中
で
、
こ
の「
も
っ

た
い
な
い
」
を
意
識
し
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

物
質
的
に
豊
か
さ
を
求
め
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
ち
ょ
っ
と

見
直
し
て
、
私
た
ち
で
も
簡
単
に
で
き

る
取
り
組
み
に
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。
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ガ
ラ
ス
び
ん
の
排
出
ル
ー
ル

□
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。

中
身
が
入
っ
て
い

た
と
き
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
キ
ャ
ッ
プ

も
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

出
す
時
に
は
不
要
で

す
。
必
ず
キ
ャ
ッ
プ

を
外
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

□
中
を
さ
っ
と
洗
う
。

ガ
ラ
ス
び
ん
に
中

身
が
残
っ
て
い
る
と

悪
臭
や
虫
が
発
生

し
、
非
常
に
不
衛
生

と
な
り
ま
す
。
中
身

を
出
し
て
、
中
を
軽

く
水
洗
い
し
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
ガ
ラ
ス
び
ん
以
外
の
も
の
を
混
ぜ
な
い
。

耐
熱
ガ
ラ
ス
や
陶
磁
器
な
ど
の
異
物
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
妨
げ
る
大

き
な
原
因
と

な
り
ま
す
。

ガ
ラ
ス
び
ん

と
混
ぜ
な
い

で
く
だ
さ

い
。

ガ
ラ
ス
び
ん
の
色
の
見
分
け
方

ガ
ラ
ス
び
ん
の
色
の
判
定
は
、
目
で
見
た
と
お
り
に

色
区
分
（
無
色
・
茶
色
・
そ
の
他
）
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
色
区
分
で
間
違
い
や
す
い
色
及
び
加
工
方
法
と

し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

□
淡
い
色
に
つ
い
て

ガ
ラ
ス
び
ん
の
中
に
は
無
色
か
、
淡
い
青
色
な
ど
の
色

が
つ
い
た
も
の
が
あ
り
、見
分
け
に
く
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

少
し
で
も
色
の
つ
い
た
ガ
ラ
ス
び
ん
は
、
無
色
で
な
く
「
そ

の
他
び
ん
」
の
色
と
し
て
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

□
表
面
加
工
の
ガ
ラ
ス
び
ん

ガ
ラ
ス
び
ん
の
表
面
が

「
く
も
り
ガ
ラ
ス
」
の
よ

う
な
ガ
ラ
ス
び
ん
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
表
面
だ

け
の
加
工
で
、
本
体
の
色

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

口
の
部
分
を
み
れ
ば
簡
単

に
何
色
の
ガ
ラ
ス
び
ん
か

わ
か
り
ま
す
。

ガ
ラ
ス
び
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル

ガ
ラ
ス
び
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
再
使
用
（
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
）
と
再
利
用
（
カ
レ
ッ
ト
び
ん
）
が
あ
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
ガ
ラ
ス
び
ん
と
し
て
集
め
ら
れ
た
も
の
の
品
質
を
向
上
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
分
別
排
出
を
行
な
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

リターナブルびん…

一升びん・ビールびんなどの容器で
飲み終わった後に回収・再利用され
るびん。

カレットびん…

粉々に砕いてガラスの粒にし、ガラス原料とし
て使用されるびん。



5

市では、各地区の資源（有価）物収集に
出すことができない人に、敷島庁舎北側
に「資源リサイクルステーション」を設け、
収集を行っています。
収集品目は、新聞、チラシ、雑誌、牛

乳パック、紙製容器包装品（その他紙）、
ペットボトル、アルミ缶、スチール缶、
無色ビン、茶色ビン、その他ビン、一升
瓶、ビール瓶、プラスチック製容器包装
品（その他プラ・白色トレイ）などです。
※識別マークをよく確認してご利用くだ
さい。
■問い合わせは…環境課（双葉庁舎１階）

0551（20）3653

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
よ
う

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
よ
う 

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
よ
う 

ガ
ラ
ス
び
ん
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

ガ
ラ
ス
び
ん
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
は
、
ガ
ラ
ス
び
ん

の
み
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
原
料
カ
レ
ッ
ト
に
、

ガ
ラ
ス
び
ん
以
外
の
異
物
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
、
で
き

あ
が
っ
た
ガ
ラ
ス
び
ん
に
キ
ズ
や
ヒ
ビ
を
つ
く
る
原
因

と
な
り
ま
す
。
美
し
く
丈
夫
な
ガ
ラ
ス
び
ん
を
作
る
に

は
、
き
れ
い
な
カ
レ
ッ
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□
異
質
ガ
ラ
ス

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
製
コ
ッ
プ
、
耐
熱
ガ
ラ
ス
、
蛍
光

灯
、
フ
ラ
ス
コ

□
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
ガ
ラ
ス
び
ん

農
薬
・
劇
薬
が
入
っ
た

び
ん
、
化
粧
品
び
ん

※
飲
料
物
の
入
っ
た
び

ん
の
み
回
収
し
て
い
ま

す
。

□

陶
磁
器
・
石
類

茶
碗
、
湯
飲
み
、
コ

ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど

の
陶
磁
器
及
び
石
類

□
キ
ャ
ッ
プ
類

王
冠
や
ア
ル
ミ
キ
ャ

ッ
プ
、
ガ
ラ
ス
び
ん

の
口
部
分
の
金
属
シ

ー
ル
、
コ
ル
ク
せ
ん

中
身
の
入
っ
て
い
る
も
の
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
中
身
を
使
い
切
り
汚
れ
の
取

っ
た
き
れ
い
な
物
だ
け
を
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
資
源

(

有
価)

物
収
集
等
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
誌
で
は
、
こ
れ
ま
で
環
境
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
コ
ー

ナ
ー
で
様
々
な
も
の
を
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

方
法
に
つ
い
て
、
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
も
う
一
度
読
み
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

平
成
17
年
１
月
号

平
成
18
年
５
月
号

○
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル

平
成
18
年
３
月
号

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

平
成
18
年
７
月
号
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今
回
の
改
正
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
に
し
て

い
く
た
め
に
医
療
制
度
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

１
　
出
産
育
児
一
時
金
の
見
直
し

少
子
高
齢
化
対
策
の
一
環
と
し
て
出

産
育
児
一
時
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

２
　
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

の
見
直
し

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
、
同
一
の
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
の
合

計
（
保
険
診
療
分
の
み
）
が
高
額
に
な

っ
た
場
合
に
申
請
す
る
と
、
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
分
を
高
額
療
養
費

（
老
人
保
健
は
高
額
医
療
費
）
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
自
己
負
担
限

度
額
が
一
部
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
低
所
得
Ⅰ
と
Ⅱ
の
人
が
入
院
さ
れ
た

時
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
入
院
時
食
事
療
養
費
等

が
減
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
高
齢
者（
70
歳
以
上
）の

自
己
負
担
の
見
直
し

70
歳
以
上
の
高
齢
者

の
う
ち
、
現
役
並
み
所

得
者
の
自
己
負
担
割
合

が
、
３
割
負
担
と
な
り

ま
す
。
現
役
並
み
所
得

者
以
外
の
人
は
、
今
ま

で
と
同
様
の
１
割
負
担

で
す
。

４
　
高
齢
者（
70
歳
以
上
）の
療
養

病
床
に
入
院
す
る
場
合
の
負

担
の
見
直
し

療
養
病
床
に
入
院
す
る
場
合
は
、
介
護

保
険
で
入
院
し
て
い
る
人
と
の
負
担
の
均

衡
を
図
る
た
め
、介
護
保
険
と
同
額
の
食
費
、

居
住
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
食
　
費
　
４
２
、
０
０
０
円

（
食
材
料
費
お
よ
び
調
理
コ
ス
ト
相
当
）

・
居
住
費
　
１
０
、
０
０
０
円

（
光
熱
費
相
当
）

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に

は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
入
院
す
る

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
　
人
工
透
析
患
者
の
上
位
所
得
者

の
自
己
負
担
限
度
額
の
見
直
し

厚
生
労
働
省
の
指
定
す
る
特
定
疾
病
に

よ
り
長
期
治
療
を
必
要
と
す
る
「
特
定
疾

病
療
養
受
療
証
」
を
お
持
ち
の
人
の
自
己

負
担
限
度
額
が
月
額
１
万
円
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
人
工
透
析
を
必
要
と
す

る
人
の
う
ち
上
位
所
得
者
に
限
り
、
月
額

２
万
円
と
な
り
ま
す
。
上
位
所
得
者
以
外

の
人
は
、
今
ま
で
と
同
様
の
１
万
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

9
月
ま
で 

30
万
円 

10
月
か
ら 

35
万
円 

9
月
ま
で 

現
役
並
み
所
得
者 

10
月
か
ら 

現
役
並
み
所
得
者 

３ 

割 
２ 

割 

３回目まで ４回目以降

上位所得者
（基礎控除後の所得が
670万円を超える世帯）

139,800円＋
医療費が466,000円を超えた場合
は、その超えた分の1％を加算

77,700円

一　般
72,300円＋

医療費が241,000円を超えた場合
は、その超えた分の1％を加算

40,200円

住民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

３回目まで ４回目以降

上位所得者
（基礎控除後の所得が
600万円を超える世帯）

150,000円＋
医療費が500,000円を超えた場合
は、その超えた分の1％を加算

83,400円

一　般
80,100円＋

医療費が267,000円を超えた場合
は、その超えた分の1％を加算

44,400円

住民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

外来＋入院（世帯） 外来（個人）

現役並み
所得者

72,300円＋
医療費が361,500円を超えた場合
は、その超えた分の1％を加算
（４回目以降40,200円）

40,200円

一　般 40,200円 12,000円

低所得Ⅱ 24,600円
8,000円

▼

▼

現在（9月30日まで）

10月1日から

現在（9月30日まで）

10月1日から

低所得Ⅰ 15,000円

外来＋入院（世帯） 外来（個人）

現役並み
所得者

80,100円＋
医療費が267,000円を超えた場合
は、その超えた分の1％を加算
（４回目以降44,400円）

44,400円

一　般 44,400円 12,000円

低所得Ⅱ 24,600円
8,000円

低所得Ⅰ 15,000円

（１）70歳未満の人

（２）70歳以上の人

自己負担限度額



姉
妹
都
市
関
係
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ア
イ
オ
ワ
州
キ
オ
カ
ッ
ク
市
へ
、

７
月
24
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
の
日
程

で
市
立
中
学
校
か
ら
15
人
の
生
徒
と
随

行
者
５
人
の
計
20
人
の
訪
米
団
が
訪

問
。
７
月
25
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
滞
在

し
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
や

警
察
署
、
消
防
署
、
テ
レ
ビ
局
、
中
学

校
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７

月
25
日
に
は
旧
竜
王
町
が
結
ん
で
い
た

姉
妹
都
市
協
定
の
内
容
を
甲
斐
市
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
新
た
な
姉
妹
都
市
協
定

締
結
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

敷
島
中
学
校
か
ら
は
、
生
徒
14
人
と

随
行
教
諭
３

人
が
短
期
語

学
留
学
の
た

め
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
タ

ラ
マ
ラ
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
を

訪
問
。
８
月

10
日
か
ら
22

日
ま
で
の
13

日
間
に
わ
た

り
、
タ
ラ
マ

ラ
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
の
授
業

に
参
加
し
た

り
、
同
校
生
徒
と
の
交
流
事
業
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

旧
中
巨
摩
郡
下
11
町
村
と
姉
妹
都
市

協
定
を
結
ん
で
い
た
中
国
四
川
省
都
江

堰
市
か
ら
は
、
副
市
長
を
は
じ
め
と
す

る
訪
日
団
６
人
が
訪
日
し
、
８
月
15
日

か
ら
22
日
ま
で
日
本
に
滞
在
。
17
日
、

18
日
の
２
日
間
県
内
に
滞
在
し
、
市
町

村
合
併
後

に
名
称
を

「
峡
中
地
区

都
江
堰
市

友
好
協
議

会
」
と
し

た
３
市
１

町
で
構
成

す
る
協
議

会
が
主
催

す
る
歓
迎

レ
セ
プ
シ

ョ
ン
へ
の
参
加
や
関
係
市
町
内
の
施
設

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
17
日

に
は
友
好
都
市
関
係
を
名
称
変
更
後
の

協
議
会
に
引
き
継
ぐ
覚
書
が
取
り
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

地
域
審
議
会
を
開
催

第
２
回
地
域
審
議
会
が
、
７
月
29
日

に
敷
島
地
区
、
７
月
30
日
に
竜
王
地
区
、

双
葉
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
各
地
域
に

係
る
事
業
の
う
ち
新
市
建
設
計
画
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
経
過
と
執
行
状
況
、
お
よ
び
今
後

の
執
行
計
画
に
つ
い
て
に
つ
い
て
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。
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わ
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姉
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都
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市では、９月１日に、敷島総合文化会館で
市制施行二周年式典を行いました。式典には、
関係者約200人が列席。藤巻義麿市長が、「今
後も地域の財産である自然や歴史、文化、産
業を引き継ぎ、「緑と活力あふれる生活快適
都市」の実現に向けて、市民の皆様とともに
一歩ずつ着実に前進して参りたい」とあいさつ。

式典後には、来年のＮＨＫ大河ドラマ「風
林火山」のチーフ・プロデューサー若泉久朗
さんが、「風林火山の世界」と題して記念講
演を行いました。

若泉さんは、物語を構成していく舞台裏や
出演者にまつわるエピソードなど「風林火山」
の魅力を話しました。

姉妹都市協定締結調印書

都江堰市との覚書

市制施行２周年式典



●
相
談
支
援
事
業

事
業
内
容
…
障
害
者
や
障
害
児
の
保
護

者
ま
た
は
障
害
者
等
の
介
護
を
行
う
者

な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情

報
の
提
供
や
、
権
利
擁
護
の
た
め
に
必

要
な
援
助
を
行
う
。

対

象

者
…
障
害
者
ま
た
は
障
害
児
者

の
家
族
等

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

事
業
内
容
…
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記
者

を
派
遣
す
る
。
ま
た
、
点
訳
、
音
声
訳
等

に
よ
る
支
援
事
業
な
ど
意
思
疎
通
を
図
る

こ
と
に
支
障
が
あ
る
障
害
者
等
と
そ
の
他

の
者
の
意
思
疎
通
を
仲
介
す
る
。

対

象

者
…
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に

支
障
が
あ
る
障
害
者
等

●
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

事
業
内
容
…
日
常
生
活
用
具
を
給
付
ま

た
は
貸
与
す
る
。

対

象

者
…
重
度
の
身
体
障
害
者（
児
）、

知
的
障
害
者
（
児
）
で
あ
っ
て
、
当
該

用
具
を
必
要
と
す
る
人

●
移
動
支
援
事
業

事
業
目
的
…
屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な

障
害
者
等
に
つ
い
て
、
外
出
の
た
め
の

支
援
を
行
う
。

対

象

者
…
障
害
者
で
あ
っ
て
市
が
外

出
時
に
移
動
の
支
援
が
必
要
と
認
め
た
人

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

事
業
目
的
…
障
害
者
等
が
通
い
、
創
作
的

活
動
ま
た
は
生
産
活
動
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
社
会
と
の
交
流
を
促
す
。

現
在
の
小
規
模
作
業
所
の
一
部
、
身

体
・
知
的
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
な
ど

が
移
行
さ
れ
ま
す
。

対

象

者
…
障
害
者
で
あ
っ
て
市
が
支

援
が
必
要
と
認
め
た
人

●
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

事
業
内
容
…
身
体
障
害
者
の
居
宅
を
訪

問
し
、
浴
槽
を
提
供
し
て
入
浴
の
介
助

を
行
う
。

対

象

者
…
本
事
業
の
利
用
を
し
な
け

れ
ば
入
浴
が
困
難
な
在
宅
の
身
体
障
害
者

●
更
生
訓
練
費
・
施
設
入
所
者
就
職
支
度
金
給
付
事
業

ア
更
生
訓
練
費
給
付
事
業

事
業
目
的
…
就
労
移
行
支
援
事
業
ま
た

は
自
立
訓
練
事
業
を
利
用
し
て
い
る
者

等
に
更
生
訓
練
費
を
支
給
す
る
。

対

象

者
…
就
労
移
行
支
援
事
業
ま
た

は
自
立
訓
練
事
業
を
利
用
し
て
い
る
者

等
で
あ
っ
て
、
定
率
負
担
に
係
る
利
用

者
負
担
額
の
生
じ
な
い
人

イ
施
設
入
所
者
就
職
支
度
金
給
付
事
業

事
業
目
的
…
旧
法
に
よ
る
施
設
入
所
、

若
し
く
は
通
所
し
て
い
る
者
が
、
訓
練

を
終
了
し
、
ま
た
は
就
労
移
行
支
援
事

業
、
若
し
く
は
就
労
継
続
支
援
事
業
を

利
用
し
、
就
職
等
に
よ
り
自
立
す
る
者

に
対
し
就
職
支
度
金
を
支
給
す
る
。

対

象

者
…
旧
法
に
よ
る
施
設
支
援
を

受
け
た
身
体
障
害
者
等
。

●
日
中
一
時
支
援
事
業

事
業
内
容
…
日
中
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
等
に
お
い
て
、
障
害
者
等
に

活
動
の
場
を
提
供
す
る
。

対

象

者
…
日
中
に
お
い
て
介
護
す
る

者
が
い
な
い
た
め
、
一
時
的
に
見
守
り

等
の
支
援
が
必
要
と
し
て
市
が
認
め
た

障
害
者
等
。

●
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

事
業
内
容
…
介
護
給
付
支
給
決
定
者
以

外
の
者
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
に
関
す

る
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
者
に
対
し

て
、
居
宅
介
護
従
事
者
等
を
派
遣
す
る
。

対

象

者
…
障
害
程
度
区
分
判
定
に
よ

り
、
自
立
と
判
定
さ
れ
た
障
害
者
等
で

あ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
必
要
と
し

て
市
が
認
め
た
人

●
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
改
造
助
成
事
業

事
業
内
容
…
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得

お
よ
び
自
動
車
の
改
造
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
。

対

象

者
…
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
助

成
等
が
必
要
と
し
て
市
が
認
め
た
人

●
経
過
的
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

事
業
目
的
…
平
成
18
年
９
月
末
日
に
お
い

て
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

る
事
業
所
が
、
10
月
以
降
に
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
移
行
が
困
難
な
場
合

に
あ
っ
て
も
、
平
成
18
年
度
に
限
り
引
き

続
き
事
業
実
施
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

対

象

者
…
当
該
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
利
用
を
行
う
障
害
者
等

※
詳
し
い
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
…
10
月
10
日（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜

場
所
…
敷
島
総
合
文
化
会
館
視
聴
覚
室

■
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４
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地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す 

市
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
生
活
支
援

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業
は
、障
害
者
お
よ
び
障
害
児
が
そ
の
有
す
る
能
力
お
よ
び
適
性
に
応
じ
、

自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
特
性
や
利
用
者

の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
事
業
形
態
に
よ
る
事
業
を
効
率
的
・
効
果
的
に
実
施
す
る
事
業
で

す
。
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
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現
在
、
竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業
で
は
、

竜
王
駅
南
通
り
線
道
路
新
設
工
事
（
１
工

区
）
等
の
工
事
着
手
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
あ
ら
た
に
、
竜
王
駅
南
通
り
線
道
路

新
設
工
事
（
２
工
区
）
の
工
事
着
手
を
行

い
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
工
事
期
間
中
の
ご

意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
も
駅

周
辺
整
備
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

請
負
会
社
…
四
谷
建
設
・
羽
黒
工
業
竜

王
駅
南
通
り
線
道
路
新
設
工
事
（
２
工

区
）（
明
許
）
共
同
企
業
体

工
事
期
間
…
平
成
19
年
３
月
９
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…

駅
周
辺
整
備
室
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
７

平成18年ドラゴンフェスタ
・と　き　10月８日（日）午前10時～
・ところ　赤坂台総合公園(ドラゴンパーク)
・内　容
○ふれあいスポーツフェスティバル
チアリーディング・ダンス、ジャグリング、チ

ャレンジ・ザ・ゲーム、軽スポーツ広場、ヴァン
フォーレ甲府サッカー教室、ふわふわ　など
○ドラフェス目玉企画
『かつお一本100円』（先着600名限定）
子どもたちや各種団体によるステージ、各種出店
ブース
音と光のイリュージョン『花火コンサート』など
※ドラゴンフェスタ実行委員会からお願い
当日、会場周辺の道路は非常に混雑します。ご

来場の際は、シャトルバスをご利用いただけます
ようお願いします。
車で来られる場合、花火コンサート終了後は竜

王北中学校南側交差点が非常に混雑しますので、
国道20号線へ向かわれる場合は、公園北側の市
道を通行するようお願いします。
翌日会場清掃ボランティア募集
・日　　時　10月９日(月・体育の日)

午前８時～９時 (雨天決行)
・集合場所 ドラゴンパーク内芝生広場西側集合
・作業内容　ごみ拾いのお手伝いをしていただきます。
・持 ち 物 軍手・タオル
※ごみ袋は事務局で用意します。
※雨天時には雨具をご用意ください。
※駐車場が限られていますので、乗り合わせもし
くは二輪車等でご参加ください。
■問い合わせは…
ドラゴンフェスタ実行委員会事務局
（商工観光課：双葉庁舎２階）
0551（20）3654

（竜王支所地域課：竜王庁舎１階）
055（278）1666

第18回緑とふれあいフェスティバル
・と　き　10月29日（日）午前10時～
・ところ　双葉スポーツ公園
・内　容　市内各種団体によるステージ・演舞、メ
インショー、キャラクターショー、お楽しみ抽選会、
ジャガイモ掘り体験、各種出店ブース
■問い合わせは…
緑とふれあいフェスティバル実行委員会
商工観光課（双葉庁舎２階）
0551（20）3654

両イベントとも詳しくは一緒に配布した案内プロ
グラムをご覧ください。

竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業

竜王駅南通り線（2工区） 

中
央
自
動
車
道
 

竜王駅 

ご
利
用
く
だ
さ
い

新
し
い
駐
車
場
を

敷
島
庁
舎
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
用
車

用
駐
車
場
を
来
庁
者
用
の
駐
車
場
と
し
て

整
備
し
ま
し
た
。
場
所
は
敷
島
庁
舎
北
側

で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
　
道

敷島庁舎

新来庁者駐車場



肥料を上手に使うための知識
（石灰・苦土）

数回にわたって掲載した、チッ素・リ
ン・カリは、肥料の三要素と呼ばれており、
非常に重要な養分ですが、これらに続いて
重要なのが石灰、および苦土肥料です。
石灰（カルシウム）は細胞を形成するの

に必要であり、苦土（マグネシウム）は葉
緑素の形成には必須の元素です。また、土
壌の酸度（pH）を調整するためにも重要
な資材で、特に石灰はその主体資材として
使われます。
植物の種類によって、最適な土壌酸度が

異なりますので一様には言えませんが、一
般的には乾燥土壌10㎏に対して苦土石灰・
炭カル（炭酸カルシウム）・貝殻は10～
15ｇ、生石灰は５～７ｇ、また畑・庭には
１㎡当り苦土石灰100～150ｇの施用が目
安です。しかし、ツツジ類・シャクナゲ・
ブルーベリー・栗などは、pHの低い土壌
を好みますので、あまり必要とはしません。
またアジサイは、多く施すと花色が赤～ピ
ンクに、少ないと青色になる性質がありま
す。この原理により、ブロック塀などコン
クリートの近くにアジサイを植えると、溶
け出した石灰分の影響で、赤色の花が咲い
てしまうのです。
花壇・畑、および連年使用する鉢・プラ

ンター用土には、１年１回施用してくださ
い。また、チッ素・リン酸・カリの施用量
が多い土、水かけ量が多い土には、石灰・
苦土の施用量を多くするとよいでしょう。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんでい
る、また始めてみたいという人の相談や疑問
に、市の園芸アドバイザーがお答えします。
お気軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎2階）
055（278）1671 FAX055（276）7216

E-mail:toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp

人
に
関
す
る
記
録
と
し
て
戸
籍
が
あ

る
よ
う
に
、
土
地
に
関
す
る
記
録
を
地

籍
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
利
用
で
き
る
地
籍

の
ほ
と
ん
ど
は
、
明
治
時
代
に
行
わ
れ

た
土
地
調
査
の
結
果
を
基
礎
と
し
て
、

各
土
地
が
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
面

積
な
ど
に
正
確
性
を
欠
い
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

こ
の
た
め
境
界
の
決
定
な
ど
の
際
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
土

地
管
理
（
利
用
）
の
円
滑
化
を
は
か
る

た
め
に
も
、
明
確
な
地
籍
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
土
地
所

有
者
、
地
番
、
地
目
、
面
積
を
調
査
し
、

近
代
的
な
測
量
技
術
に
よ
り
、
正
確
な

面
積
の
把
握
と
精
度
の
高

い
地
図
を
作
成
し
、
土
地

に
関
す
る
紛
争
の
防
止
、

そ
の
他
多
目
的
に
調
査
結

果
を
活
用
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
の
が
地
籍
調
査

事
業
で
す
。

本
年
度
は
上
福
沢
地
番

（
下
河
原
・
風
新
居
・
東

沢
・
栩
ノ
木
平
・
下
南
新

居
・
上
南
新
居
・
居
平
・

竹
林
下
・
横
道
下
・
久

保
・
地
蔵
下
・
中
川
原
・

孫
目
の
一
部
・
上
田
保
・

対
地
内
・
上
ノ
山
）
を
一

筆
地
調
査
区
域
と
し
、
事

業
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
上
福
沢
第

１
区
域
の
一
筆
地
現
地
立
会
い
は
11
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
実
施
予
定
で
す
。

境
界
杭
設
置
・
境
界
確
認

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

地
籍
調
査
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

所
有
者
と
隣
接
地
と
の
境
界
点
の
決
定

お
よ
び
境
界
点
へ
の
杭
打
ち
、
現
地
立

会
い
、
閲
覧
時
に
お
け
る
境
界
点
の
結

線
が
適
正
か
ど
う
か
な
ど
、
皆
様
に
お

手
数
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
今
回
の
調
査
が
終
了
し
ま
す
と
、

調
査
デ
ー
タ
は
保
管
さ
れ
、
境
界
の
確

認
や
復
元
な
ど
将
来
に
わ
た
り
土
地
管

理
が
便
利
と
な
り
ま
す
。
確
実
な
調
査

を
行
う
た
め
に
も
、
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

地
籍
調
査
事
業
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
ね
が
い
し
ま
す

10



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 10月20日（金）

・学校体育施設（11月分） 午後７時～
・社会体育施設（12月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 10月25日（水）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（11月分）
・社会体育施設（12月分）

※敷島総合運動公園多目的運動場については芝生養
生のため12月１日～３月31日まで休場します。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

市では11月19日（日）に行われる甲斐市駅伝大会
の参加チームを募集します。
今大会は、コースの見直しが行われ、区間も少な

くなり、より参加しやすい大会となりました。
支部およびオープン（家族やグループ）でチームを

作り、紅葉の甲斐路で競い合ってみませんか。
日　時 11月19日（日）

午前９時30分受付・10時30分スタート
場　所 敷島総合公園運動場（スタート・ゴール）
区　間 ６区間 17ｋｍ
参加資格
小学生以上の市内在住者で編成されたチーム
チーム編成

監督１名・選手６名（小学生の部男女各１名、中
学生以上の部３名、女子または60歳以上の部１名）
補欠４名 計11名
申込方法
スポーツ振興課、竜王北部公民館、敷島総合文
化会館窓口にて大会要項、申込用紙を受け取り10
月31日（火）までにスポーツ振興課窓口にて申し込
み（FAX可）

※要項・申込用紙は市ホームページからダウンロー
ド可能。コースなど大会の詳しい内容はスポーツ振
興課までお問い合わせください。
■申し込み・問い合わせは･･･
体育協会事務局（スポーツ振興課内）
0551（20）3656 0551（20）3659

市バレーボール協会主催のリーグ戦が８月26日に
開幕。今年は女子８チーム、男子５チームが参加し、
これから10月末の２か月間、熱戦を繰り広げます。

日　時 10月１日（日）午前８時受付 ※小雨決行
コース 双葉スポーツ公園集合・スタート ⇒ 法喜院
⇒ 光照寺 ⇒ 逸見路 ⇒ 法泉寺 ⇒ 双葉スポーツ公
園・ゴール（全行程約8.6ｋｍ）
参加費 無料　※当日参加可能
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第３回甲斐市駅伝大会参加チーム募集

昨年の様子

市バレーボールリーグ戦開幕

Ｊ１昇格後、強豪チームを相手に善戦を続け
るヴァンフォーレ甲府。
10月28日（土）に小瀬スポーツ公園で行われ

るホーム戦は、「甲斐市サンクスデー」として市の
特産品などが当る抽選会
が開催されるなど、
市をあげて選手たち
を応援します。
ぜひスタジアム

へ足を運んでくだ
さい。

ヴァンフォーレ甲府
甲斐市サンクスデー開催

昨年度優勝チーム「ア
タックドラゴン」の代
表による選手宣誓

ふるさとウォーク甲斐市

10/28



市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など毎月紹介していきます。

12

田畑区（相山哲也区長）
田畑区のエリアは、国道20号の塩

川橋北部から塩川沿いに双田橋まで
と広範囲に及んでいます。先日滑走
路でコンサートが行われた航空学園
も区内となっています。

さて、みなさん「かすみ堤」とい
うのをご存知ですか。かすみ堤は、
１本の連続した堤防ではなく、いく
つかの堤防の一部が二重になるよう

に作られた不
連続な堤防で
す。「甲州流」
で用いられた
工法で、釜
無 川 の 氾
濫を防ぐ
ため造ら
れたもの

が、現在の昭和町などで上部が道路になった
姿で残っています。

この田畑区では現在でも、このかすみ堤
の姿を見ることができます。かす
み堤がある場所は塩川と釜無川の
合流点なので、洪水が多かったた
め造られたのか、あるいはこの
下流の高岩へ向かって
川筋を安定させるた
めなのか、文書など
の記録が見つかって
いないためいつ頃築
堤されたのかも含め、
わからないようです。

現地に行くと、現在の堤もかすみ堤方式
で築堤されており、そ
の当時の技術が生かさ
れています。昔と現在
の「かすみ堤」をみなさ
んも一度ご覧になった
らいかがでしょう。（場
所は宇津谷384付近）

大久保区（大久保公臣区長）
大久保地区の氏神である子神社は

永禄７年（1564）に建てられらと伝え
ら れ て い
ま す 。 ま
た 村 で は
天 明 ４ 年

（1784）に、
大 六 天 神
社を創建、

両神社を併せて春秋に祭
典を行っています。春祭
りは、4月３日、秋祭りは

10月17日となってい
ましたが、現在で
はその日に近い日
曜日に開催されています。

現在、ここで舞われているのが市
の無形文化財でもある太太神楽

だ い だ い か ぐ ら

で
す。天明の飢饉のおり神楽師を招
いて祭事を行ったのが起源とさ

れ、明治39年には、現在の場所に
神楽殿が新築され、河原部村（現在

の韮崎市）若宮八幡宮の神楽
を区内若者衆が修得し舞い
始め、今年はその年から
数えて100年目の節目と
なります。大正８年には

神楽講とし
て「矯風

き ょ う ふ う

会」
が結成され、代々、

舞いを奉納し
てきました。
発足当時は舞
の衣裳なども
手作りで、女
性 の 帯 や 着
物、結婚式の
衣裳などから
作ったそうで、これらは今でも残っています。

13種類の舞が披露される今年の秋祭りは10
月15日（日）に行われます。貴重な舞をぜひご
覧ください。

自
治
会 

右側の高い部分がかすみ堤

白点線がかすみ堤
白実線が現在の堤

（航空写真）

矯風会設立記念写真
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天
狗
沢
瓦
窯
跡

（
県
指
定
史
跡
）
は
、

昭
和
62
〜
63
年
に
か

け
て
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
遺
跡

か
ら
は
、
３
基
の
窯

跡
が
発
見
さ
れ
、
窯

跡
と
と
も
に
瓦
や
須

恵
器
と
呼
ば
れ
る
硬
質

の
土
器
が
出
土
し
ま
し

た
。
調
査
で
出
土
し
た

遺
物
の
う
ち
、
61
点
は

現
在
、
県
指
定
を
う
け
て
い
ま
す
。

出
土
し
た
瓦
、
須
恵
器
及
び
、
窯
の

構
造
な
ど
か
ら
天
狗
沢
瓦
窯
跡
で
瓦
生

産
が
行
わ
れ
た
の
は
、
７
世
紀
後
半
代

（
白
鳳
時
代
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

瓦
は
、
鐙
瓦

あ
ぶ
み
が
わ
ら

・
男
瓦

お
が
わ
ら

・
女
瓦

め
が
わ
ら

と
い
っ
た

種
類
の
も
の
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
鐙

瓦
と
は
軒
先
に
使
わ
れ
る
瓦
の
こ
と

で
、
蓮
の
花
の
文
様
が
あ
り
ま
す
。

６
世
紀
に
日
本
に
仏
教
が
導
入
さ
れ

ま
す
が
こ
の
時
、
寺
院
建
築
に
付
随
す

る
瓦
も
わ
が
国
に
上
陸
し
ま
し
た
。

蓮
の
花
は
仏
の
坐
席
と
し
て
絵
画
や

彫
刻
等
で
見
る
事
が
で
き
ま
す
が
、
瓦

に
も
仏
の
象
徴
と
し
て
蓮
が
表
現
さ
れ

て
い
た
の
で
す
。
男
瓦
は
丸
型
、
女
瓦

は
平
型
の
形
を
し
た
瓦
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

瓦
の
ほ
か
に
は
、
坏
や
高
坏
、
甕
と

い
っ
た
形
の
須
恵
器
と
呼
ば
れ
る
土
器

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
円
面
硯

え
ん
め
ん
け
ん

と
呼
ば
れ
る
円
形
の
硯す

ず
り

も
出
土
し
て
い

ま
す
。
当
時
、
寺
院
や
役
所
と
い
っ
た

特
殊
な
施
設
に
し
か
瓦
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
狗

沢
瓦
窯
跡
周
辺
に
、
重
要
な
建
物
が
あ

っ
た
可
能
性
と
建
物
を
造
る
こ
と
が
で

き
た
有
力
な
豪
族
が
い
た
こ
と
を
意
味

す
る
貴
重
な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

慈
照
寺
は
延
徳
元
年
（
１
４
８
９
）

に
真
翁
宗
見
が
創
建
し
た
曹
洞
宗
の
寺

院
で
す
。
指
定
を
受
け
て
い
る
文
書
は

永
正
12
年
（
１
５

１
５
、
推
定
）
か

ら
慶
長
年
間
（
１

５
９
６
〜
１
６

１
５
）
ま
で
の
16

点
で
す
。

内
容
は
土
地

の
寄
進
状
・
安

堵
状
、
禁
制
（
禁

止
行
為
の
制

定
）、
棟
別
役
免
許
状
（
建
物
に
か
か
る

税
金
の
控
除
）
な
ど
で
、
発
給
元
は
武

田
氏
関
係
７
点
（
武
田
晴
信
、
武
田
勝

頼
な
ど
）、
織
田
信
長
１
点
、
豊
臣
系

大
名
（
浅
野
氏
）
１
点
、
徳
川
奉
行
衆
な

ど
７
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に

徳
川
家
康
の
安
堵
状
の
写
し
な
ど
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
中
世
か
ら
近
世
初
め
の
史

料
が
一
括
し
て
残
る
例
は
少
な
く
、
当

時
の
様
子
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
も

の
と
い
え
ま
す
。

上
・
織
田
家
禁
制

下
・
武
田
家
禁
制

天
狗
沢

て
ん
ぐ
ざ
わ

瓦
窯
跡

が
よ
う
せ
き

出
土
品

し
ゅ
つ
ど
ひ
ん

県
指
定
考
古
資
料
61
点

平
成
元
年
４
月
19
日
指
定

慈
照
寺
文
書

じ
し
ょ
う
じ
も
ん
じ
ょ

16
点

山
梨
県
指
定
書
跡

昭
和
44
年
11
月
20
指
定
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●８月19日　秋ジャガイモの植付け　

甲斐市双葉自立
経営農業振興会主
催の秋ジャガイモ
植付け体験事業が
行われ、市内から
12人が集まりまし
た。参加者は秋ジ
ャガイモの育て方
のポイントなどを

会員から聞きながら、畝に沿って植え付けました。

●８月19日
クラインガルテン夕涼み会　
クラインガルテンがオープンして１年。今年の４月に完
成したクラブハウスで、夕涼み会が開催されました。会に
は、ガルテナー（利用者）、お世話役農家、ゆうのう敷島
のメンバーのほか地元牛句、睦沢のみなさんも参加。採り
たての夏野菜を持ち寄り、みなさんで準備しました。地元
の梅ワインなどを飲みながら、和気あいあい、交流を図り
ました。

●８月19日　竜王南部公民館まつり
日頃から公民館で活動するみなさんの交流

と発表の機会として竜王南部公民館まつりが
開催されました。舞台発表や作品展示のほか、
グラウンドでは、模擬店、抽選会や花火大会
など盛りたくさん。盆踊りでは外国人も飛び
入りし、大勢のみなさんが輪になり「甲斐市
音頭」踊りました。

起業家育成講座　８月22,23日●
市商工会青年部では、将

来の甲斐市を担っていく子
どもたちに商

あきな

いを知っても
らおうと、夏休みに「起業家
育成講座」を開催しています。
今年も市内の小学生23人が
参加し、４チームに別れて
会社を設立。商品を考え材
料を仕入れ、製品を製作し
販売する、という手順を体
験。子どもたちは「ものを売
るということがこんなにた
いへんだとは思わなかった」と感想を話してくれました。

市内中学生球技大会　８月27日●
甲斐シティーロータリークラブ主催の甲斐市内中学

生交流球技大会が開催され、市内５中学校が参加しま
した。競技は全学校にあるクラブとして、野球と女子
バレーボールの
試合が行われま
した。結果は次
のとおりです。
野球　優勝　竜
王中　準優勝
玉幡中
バレーボール
優勝　双葉中
準優勝　敷島中

各学校では、PTAによる早朝作業が行われ
ました。これは、きれいな環境で新学期を迎
えてもらいたいということで実施されている
もの。園や学校などの草取りや清掃が行われ
ました。

●８月27日　各学校で早朝作業　
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甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題
はインターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹
介しています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/

市内一斉防災訓練　９月３日●

●９月10日
第42回山梨県消防団員操法大会
山梨県消防学校（中央市）で開催された第42回山梨

県消防団員操法大
会の小型ポンプ操
法の部に、甲府地
区支部代表として
竜王分団が、峡北
支部代表として双
葉分団が出場。
６月から週３回

の訓練の成果を披
露しました。（写
真上：竜王分団
下：双葉分団）

●９月２日　龍王源水が広島へ
甲斐市水道局では、送水隋道内崩落事故

で断水が続いていた広島県呉市、江田島市
からの要請に応じ、水の缶「龍王源水」
340ml缶を12,000個、現地に送ることを
決定。この日市内備蓄倉庫から運び出され
ました。

市内109か所、12,206人が参加して行われた防災訓練。各会場では、
消火器、消火栓訓練、応急救護訓練や炊出し訓練などが行われました。

希望ヶ丘区会場

東町西、中、東区会場牛句区会場

敷島仲町会場

榎西東区会場

杏色の街区
会場

→下八幡区会場
では起震車によ
る震度７の体
験。みなさん揺
れの大きさに驚
いた様子。

杏色の街区
会場
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●竜王会場
一般向け
○朗読をあなたに
日時 11月４日（土）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館視聴覚室
出演 清水章子氏、横内藤子氏　他

児童向け
○カエルのおもちゃ箱劇場
～フロッグ・トイ・シアター～
日時 11月３日（金）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館視聴覚室
出演 植松光宏氏、職員　他　

○キッズぷらねっと拡大版　
ききみみずきんのおはなし会

日時 11月４日（土）午前10時30
分開演（午前10時開場）

場所 竜王図書館会議室
出演 ききみみずきんおはなしの会

○アリスの部屋のおはなし会
日時 11月５日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館会議室
出演 アリスの部屋

○古本と雑誌のバックナンバー市
日時 11月３日（金）～５日（日）

午前10時～午後４時
場所 竜王図書館前
内容 古本と雑誌のバックナンバー

（2002年４月～2003年３月）
どれでも10円でどうぞ

○フリーマーケット出店
グループ募集

お宅で眠ってる本、雑貨、衣類
など出店してみませんか
日時 11月３日（金）～５日（日）

午前10時～午後４時　
※雨天中止

場所 竜王図書館前
募集グループ数 各日８組
出店受付 10月14日（土）午前
10時から（定数になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…
竜王図書館　 055（278）0811

●敷島会場
○ライライくんのスタンプラリー
日時 10月27日（金）～11月29日（水）
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 色々な本を読んで図書館は

かせになろう！読み終わっ

て良かった本をお友だちに
しょうかいしてね。スタン
プを５コ集めると手作りの
きねんひんがもらえるよ。

○みんな集れ 人形劇がはじまるよ
日時 10月29日（日）午後２時～
場所 敷島総合文化会館大ホール
対象 幼児・小学生
内容 人形劇、手袋人形、手話など
出演 人形劇サークル「うふふ」、劇団ち

ちんぷいぷい、ライライの会、職員
■申し込み・問い合わせは…
敷島図書館　 055（277）9955

●双葉会場
○「こどもにすすめたい本」と「一
般向け秋にすすめたい本」の展示
期間10月27日（金）～11月９日（木）

○秋のおはなし会
日時 11月４日（土）午後１時30

分開演（午後１時開場）
場所 双葉図書館視聴覚室
内容 パネルシアター、読み聞かせ

映画会「長靴をはいた猫」
出演 ピッピの会、職員
■申し込み・問い合わせは…
双葉図書館　 0551（20）3669

～ライブ・フェスタ・甲斐2006～図書館まつり

竜 王 西 児 童 館
055（279）3731

竜王東児童センター
055（278）1178

竜 王 北 児 童 館
055（279）1911

玉 幡 児 童 館
055（276）9656

敷島みなみ児童館
055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館
055（277）9220

敷島なかよし児童館
055（277）1121

双 葉 西 児 童 館
0551（28）4588

双 葉 東 児 童 館
0551（28）1214

4 おやつ作り
１４：００

ピュン２ロケット作り
１５：００

6 だんご作り
１５：３０～

だんご作り
１５：３０～

だんご作り
１５：３０～

7 竜王児童館祭り
１３：００

竜王児童館祭り
１３：００

竜王児童館祭り
１３：００

竜王児童館祭り
１３：００

13 子育て相談日
１０：３０

子育て相談日
１０：００

ナンバーリンク
１５：００～

スーパーボール作り
１５：００～

10 ナンバーリンク
１５：３０

11 ナンバーリンク
１５：００

12 壁面製作
１５：００

ビデオ会
１５：３０～

16 手話教室
１５：３０

一日開館
３B体操１５：００

プラバン工作
１５：３０～

17 プラバン工作
１５：３０～

18 スーパーボール作
１５：００

ネイチャービンゴ
１５：００

25 ３Ｂ体操
１５：００

バレーボール大会
１５：３０

ボランティアの日
１５：３０～

19 キーホルダー作り
１５：３０

ハロウィンかぼちゃ作り
１５：００

おもちゃの病院
１４：００

とんとんずもう
１５：００～

20 子育て相談日
１０：００

子育て相談日
１０：００

キーホルダー作り
１５：３０

ゲーム大会
１５：００

24 映画会 １５：３０

26 ナンバーリンク
１５：００

27 コロコロレース
１５：００～

30 ナンバーリンク
１５：００

31 ハローウィンで遊ぼう
１５：００

ボランティアの日
１６：００

ハロウィンを楽しもう
１５：３０

竜 王 南 児 童 館
055（279）7666

竜王児童館祭り
１３：００

子育て相談日
１０：００

大型紙芝居
１５：００

表現遊び
１５：００

手話しよう
１５：００

14 音楽遊び
１１：００

リズミック遊び
９：３０

（水）

（金）

（土）

（金）

（火）

（水）

（木）

（月）

（火）

（水）

（水）

（木）

（金）

（火）

（木）

（金）

（月）

（火）

（土）



開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

10月のおやすみ 定例休館日 ２日（月）、９日（月）、16日（月）、23日（月）、
30日（月）

月末整理日 31日（火）

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、ゲーム

日時 10月21日（土）
午前10時30分～11時30分

テーマ 野菜がいっぱい
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 10月5日（木）、19日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 10月5日（木）、19日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 10月7日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

日時 10月21日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

日時 10月12日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 10月19日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー「笛吹権三郎」民話、「木枯し

紀行」若山牧水　他
板前　ねの会
助っ人板前　中道朗読サークル

「クロスポイント」 八ヶ
岳朗読サークル「ほがらか」

日時 10月12日（木）、26日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

日時 10月14日（土）、28日（土）
午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
対象 ３歳～９歳
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 10月7日（土）
午前10時30分～11時30分

日時 10月14日（土）、28日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

日時 土曜日コース
10月14日（土）
午後1時30分～3時30分
水曜日コース
10月11日、18日（水）
午後1時～3時

場所 双葉図書館2階視聴覚室
対象 一般（絵本やボランティアに

興味のある人）
内容 子どもと絵本の出会い、読

み聞かせの楽しさ
講師 NPO法人山梨子ども図書館

（浅川玲子氏・斉藤順子氏）
定員 各コース20人
■申し込み・問い合わせは…
双葉図書館　 0551（20）3669

内容 『GOAL! ゴール!』2005
年／アメリカ・イギリス／
118分／吹替え／監督／ダ
ニー・キャニオン

日時 10月21日（土）午後２時開
演（午後１時30分開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着200名　
日時 10月22日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 敷島総合文化会館大ホール　
定員 先着270名　

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
23日（月）から27日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

上映会のお知らせ

17

おはなしのもり

絵本講座



小宮山　昇さん 
(甲斐市島上条)

中込清美さん 
(甲斐市玉川)

　私がお薦めする場所は、Kai・遊・パークの総合屋内プー
ルです。オープン当初より利用していますが、施設がきれい
なのでとても気に入っています。 
　現在は５月より始めたヨガ教室に、週に１回通っています。
ヨガで心地よい汗を流し、仕事で疲れた体をリフレッシュで
きるため、始める前より体調が良いです。 
　夜になるとライトアップされた建物がすごくきれいで、こ
ちらも見ごたえがありますよ。 

竜王南部 
公民館 竜王西小学校 

吉沢ふれあい館 
睦沢ふれあい館 

韮崎市 

甲府市 

羅漢寺山 

 甲斐市と南アルプス市に架かる双田橋は、昔は狭く車
のすれ違いにドキドキしながら通行していました。今は
新しくなって、広く真直ぐにのびた感じが、私には「未
来に続く橋」みたいに思えて好きなんです。 
　夜は車道と歩道の間の照明が、強弱の灯りになってい
て、その光のコントラストがまるで「光がこだましてい
る」ようで、心が癒されていいんですよね。

望月久美子さん 
(甲斐市龍地)

水辺公園 水辺公園 

山梨県 
総合農業試験場 

双
田
橋

南アルプス市 

国 道 　 号2
0国 道 　 号2
0

中
部
横
断
自
動
車
道

中
部
横
断
自
動
車
道

甲斐市役所 
双葉庁舎 

釜 無 川 

玉幡公園 
（Kai・遊・パーク） 

ふる里自然観察路の風景 ふる里自然観察路の風景 

双 田 橋  双 田 橋  玉幡公園（Kai・遊・パーク） 玉幡公園（Kai・遊・パーク） 
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甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
募
集

職
種

保
健
師
ま
た
は
介
護
支
援
専
門
員

応
募
資
格

保
健
師
も
し
く
は
介
護
支
援

専
門
員
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
者

（
専
門
員
は
実
務
経
験
者
に
限
る
）

業
務
内
容

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

給
与
等
　
市
臨
時
職
員
取
扱
要
綱
に
よ
る

■
問
い
合
わ
せ
は
…

業
務
内
容
等
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

任
用
条
件
に
つ
い
て

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

障
害
者
医
療
費
助
成
金
受
給
者
証
更
新

現
在
の
受
給
者
証
は
10
月
31
日
（
火
）

が
有
効
期
限
で
す
。
対
象
者
に
は
お
知

ら
せ
を
送
り
ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

・
受
給
者
証
（
黄
色
の
カ
ー
ド
）
・
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
更
新

申
請
書
（
必
要
事
項
を
記
入
）
・
健
康

保
険
証
・
印
鑑
・
老
人
医
療
受
給
者

証
（
該
当
す
る
人
）
・
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
保
健
福
祉
手
帳
、

障
害
年
金
証
書
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
証
書
の
い
ず
れ
か
該
当
す
る
も

の
・
１
月
１
日
以
降
の
転
入
者
は
平

成
18
年
度
（
平
成
17
年
中
）
所
得
課
税

証
明
書
（
課
税
市
町
村
か
ら
交
付
）

更
新
期
間

10
月
18
日
（
水
）
〜
31
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

排
水
設
備
工
事
は
指
定
店
で

台
所
や
水
洗
便
所
・
風
呂
場
な
ど
の

排
水
を
公
共
汚
水
ま
す
に
接
続
す
る
宅

地
内
の
排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
指
定

し
た
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
は
、
指
定
工
事
店
に
直
接
依
頼

し
、
契
約
は
、
見
積
書
を
数
社
取
っ
て

工
事
店
と
十
分
協
議
し
、
納
得
し
て
か

ら
施
工
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
へ
の
早
め
の
接
続
を

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

●
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
　

一
人
い
る
こ
と

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使

用
者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便

所
改
造
助
成
金
交
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
額

（
自
己
用
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
接
続
工
事
の
着
手
前
に
申
請
す
る
こ
と

②
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
　

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

④
官
公
署
、
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
法

人
で
な
い
こ
と

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
利
用
の

場
合
は
上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
、

水
道
料
金
と
一
緒
に
２
か
月
に
一
度
請

求
し
ま
す
。

※
敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
水

道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か
ら
の

請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
別
々

の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
敷
島
地
区
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
連
絡
事
項
　
氏
名
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

②
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

③
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
に
つ
い
て

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー

を
無
料
で
取
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ
っ
た
場
合

は
、
修
理
内
容
に
よ
り
別
途
修
理
費
が

か
か
り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業

者
が
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
伺
い
ま

す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺

に
自
動
車
や
植
木
等
の
障
害
物
や
庭
で
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の
ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
で
作
業
が
困
難

と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
作
業
し
や

す
い
状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

取
り
替
え
対
象
地
区
と
期
間

対
象
区
域

偶
数
月
検
針
地
区

（
竜
王
お
よ
び
双
葉
地
区
）

期
間

９
月
中
旬
〜
10
月
上
旬（
１
回
目
）

11
月
中
旬
〜
12
月
上
旬
（
２
回
目
）

対
象
区
域

奇
数
月
検
針
地
区

（
竜
王
お
よ
び
双
葉
地
区
）

期
間

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬（
１
回
目
）

12
月
中
旬
〜
平
成
19
年
１
月
上
旬

（
２
回
目
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
業
務
課
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
３

爆
音
機
の
設
置
に
つ
い
て

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
大

変
深
刻
で
、
被
害
農
家
に
と
っ
て
は
切

実
な
問
題
で
す
。
そ
の
た
め
爆
音
機
等

の
対
策
は
不
可
欠
な
こ
と
で
す
が
、
近

隣
の
住
宅
地
に
も
配
慮
し
設
置
方
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
自
分
の
田
畑
へ
設
置
す
る
場
合
、
住

宅
地
か
ら
極
力
離
れ
た
所
へ
設
置
し

て
く
だ
さ
い

②
爆
音
機
の
方
向
を
住
宅
地
に
向
け
な
　

い
で
く
だ
さ
い

③
最
小
限
必
要
と
す
る
期
間
使
用
し
、

早
朝
お
よ
び
夜
間
の
使
用
は
避
け
て

く
だ
さ
い

雑
草
の
処
理
に
つ
い
て
の
お
願
い

繁
茂
し
た
雑
草
の
刈
り
取
り
後
、
一

般
道
路
や
通
学
路
沿
い
、
ま
た
水
路
に

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
あ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
通
行
の
妨
げ
、
ま
た
水
路
を
利

用
す
る
人
へ
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で

適
切
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
ひ
ろ
ば

プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
食
堂
や
授
乳
コ
ー

ナ
ー
な
ど
で
市
内
在
住
の
未
就
学
の
親

子
が
自
由
に
遊
べ
ま
す
。

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
毎
週
火
・

水
・
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

火
・
水
曜
日
　
０
歳
〜
１
歳
半
児
対
象

金
曜
日

１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

内
容

リ
ズ
ム
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど

※
14
日
（
土
）
も
開
催
し
ま
す

（
１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

楽
し
い
音
楽
や
歌
に
あ
わ
せ
て
体
を

動
か
し
、
元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

講
師

窪
田
音
楽
教
室
　
窪
田
敏
子
先
生

日
時

10
月
13
日
（
金
）

１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

定
員

15
名
（
予
約
制
）

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

お
し
ゃ
べ
り
ぽ
け
っ
と〈
座
談
会
〉

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
と
経
験
者

を
交
え
て
の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
で
子

育
て
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

10
月
27
日
（
金)

午
前
11
時
〜

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
、
愛
育
会
会
員

に
よ
る
託
児
あ
り

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

子
育
て
相
談

プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ

な
が
ら
相
談
で
き
ま
す
。
面
接
相
談
の

ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
登
録
受
付
中

育
児
の
援
助
活
動
を
地
域
に
お
い
て

会
員
間
で
行
う
組
織
で
す
。
子
ど
も
を

預
か
っ
て
ほ
し
い
人
・
預
か
っ
て
く
れ

る
人
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

援
助
の
主
な
内
容

保
育
施
設
・
学
童

の
送
迎
、
行
事
参
加
・
仕
事
を
休
め
　

な
い
時
の
預
か
り
な
ど

依
頼
会
員

市
内
在
住
、
生
後
３
か
月
　

の
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
が
　

い
る
人

協
力
会
員

市
内
在
住
、
有
資
格
者
ま

た
は
講
習
会
に
参
加
で
き
る
人
で
理

解
と
熱
意
の
あ
る
人
（
自
宅
で
の
預
か

り
ま
た
は
送
迎
の
で
き
る
人
）

利
用
料
金

・
通
常
預
か
り

平
日
　
午
前
７
時
〜
　

午
後
７
時
　
１
時
間
７
０
０
円
　

・
特
別
預
か
り

土
・
日
・
祝
日
、
早

朝
深
夜
・
軽
度
の
病
気
　

１
時
間
８
０
０
円

※
１
回
の
依
頼
に
つ
き
１
時
間
あ
た
り

２
０
０
円
の
助
成
（
１
回
の
助
成
対
象

は
３
時
間
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
　

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

６
〜
９
月
の
４
か
月
分
を
、
10
月
16

日
（
月
）
に
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

平
成
19
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

甲
斐
市
か
ら
転
出
し
て
い
る
対
象
者
に

も
10
月
に
現
住
所
へ
式
典
出
席
確
認
の
通

知
を
送
付
し
ま
す
。
11
月
下
旬
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

平
成
19
年
１
月
７
日
（
日
）

受
付

午
前
９
時
〜

式
典

午
前
10
時
〜

開
催
場
所

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

対
象

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

昭
和
62
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

市
営
田
畑
団
地
１
号
館

３
０
１
号
・
２
号
館
１
０
２
号

（
甲
斐
市
宇
津
谷
４
６
５
８
番
地
２
）

募
集
戸
数
　
田
畑
団
地
２
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

20



選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ
る
希

望
者
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
方
法

申
込
用
紙
を
竜
王
庁
舎
建

設
課
、
敷
島
庁
舎
・
双
葉
庁
舎
各
地

域
課
で
配
布
し
ま
す
。
期
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
居
者
は
審

査
の
う
え
決
定
し
ま
す
が
、
該
当
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

10
月
４
日
（
水
）
〜
13
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

抽
選
日

10
月
20
日
（
予
定
）

午
前
10
時
〜
（
田
畑
団
地
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

平
成
19
年
度
し
き
し
ま
幼
稚
園
児
募
集

幼
稚
園
の
見
学
会

10
月
19
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

※
見
学
希
望
者
は
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

募
集
人
員

・
３
歳
児
（
３
年
保
育
）
40
名
程
度

・
４
歳
児
（
２
年
保
育
）
若
干
名

・
５
歳
児
（
１
年
保
育
）
若
干
名

願
書
の
配
布
・
受
付
期
間

11
月
６
日
（
月
）
〜
８
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

入
園
選
考
会

健
康
診
断
と
面
接
に
よ
る
心
身
の
発

達
検
査
を
、
11
月
17
日
（
金
）
午
後
１
時

か
ら
し
き
し
ま
幼
稚
園
で
行
い
ま
す
。

※
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す

入
園
許
可
　
入
園
を
許
可
す
る
者
に
　

11
月
末
日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
…

し
き
し
ま
幼
稚
園

０
５
５
（
２
７
７
）
２
２
１
８

消
費
者
講
座

講
座
内
容

老
後
の
生
活
設
計
を
考
え

る
「
公
的
年
金
」
と
「
個
人
年
金
」

日
時

10
月
20
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

竜
王
北
部
公
民
館

講
師
（
財
）
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
職
員

定
員

30
名

申
込
受
付

10
月
５
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話
受
付

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

歴
史
講
座（
県
外
文
化
財
め
ぐ
り
）

長
野
県
諏
訪
・
高
遠
方
面
の
文
化
財

を
バ
ス
で
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時

11
月
17
日
（
金
）

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

集
合
場
所

竜
王
南
部
公
民
館
・
敷
島
総

合
文
化
会
館
・
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

講
師

羽
中
田
壯
雄
さ
ん

参
加
料

７
、
０
０
０
円

定
員

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

コ
ー
ス

諏
訪
大
社
上
社
〜
諏
訪
市
博
物

館
〜
高
遠
城
跡
〜
伊
那
市
高
遠
町
歴
史

博
物
館
〜
信
州
高
遠
美
術
館
〜
建
福
寺

申
込
受
付

10
月
10
日
〜
　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

日
本
語
教
室
・
中
国
語
教
室

●
日
本
語
教
室

ひ
ら
が
な
、
漢
字
、
会
話
お
よ
び
日

本
の
生
活
習
慣
な
ど
幅
広
い
内
容
で
す
。

対
象

興
味
の
あ
る
外
国
の
人

開
催
日

10
月
15
日
〜
12
月
17
日
　
　
　
　

の
毎
日
曜
日
（
計
10
回
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

持
ち
物

筆
記
用
具

受
講
料

無
料

そ
の
他

日
本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
中
国
語
教
室

基
本
的
な
挨
拶
や
会
話
、
生
活
習
慣
な

ど
を
学
び
ま
す
。

対
象

興
味
の
あ
る
人
（
初
心
者
向
け
）

開
催
日

10
月
５
・
19
・
26
日
　

木
曜
日
（
計
３
回
）

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

持
ち
物

筆
記
用
具

受
講
料

無
料

講
師

林
　
吟
貞
先
生

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
国
際
交
流
協
会
（
㈱
中
村
建
設
内
）

０
５
５
（
２
７
６
）
３
５
５
９

親
子
の
遊
び
教
室

子
育
て
を
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
親

子
と
今
か
ら
始
め
る
妊
婦
さ
ん
達
と
ふ
れ

あ
い
の
時
間
を
す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

妊
婦
・
生
後
１
か
月
か
ら
７
か

月
頃
ま
で
の
親
子

日
時

10
月
19
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
和
室

内
容

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
で
ふ
れ

あ
お
う

持
ち
物

子
ど
も
用
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
お
む
つ
、
着
替
え
等

定
員

30
組
（
完
全
予
約
制
）

講
師

助
産
師
　
榊
原
ま
ゆ
み
さ
ん

（
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」）

参
加
料

無
料

受
付
期
間

10
月
５
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
み
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

子
育
て
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

育
児
か
ら
ち
ょ
っ
と
だ
け
離
れ
て
、

家
族
の
た
め
に
新
し
い
レ
シ
ピ
を
習
い

ま
せ
ん
か
。（
託
児
サ
ポ
ー
ト
有
り
）

対
象
　
保
育
園
、
幼
稚
園
入
園
前
の
お

子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ
ん

内
容

プ
ロ
が
教
え
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ

シ
ピ

日
時

10
月
31
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

21



募
集
人
数

16
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

講
師

桐
田
康
史
さ
ん

参
加
料

１
、
５
０
０
円

持
ち
物

子
ど
も
用
飲
み
物
等
（
託
児
利

用
の
人
の
み
）

受
付
期
間

10
月
12
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
受
付
開
始

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

教
養
講
座
音
楽
教
室

歌
っ
た
り
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
実
習

を
通
し
て
身
近
に
活
か
せ
る
教
室
で
す
。

主
催

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会

講
師

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ラ
ボ
・
や
ま
な

し
　
音
楽
療
法
士
　
青
柳
伸
二
さ
ん

対
象

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

定
員

各
50
名

○
竜
王
教
室
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　

10
月
25
日
（
水
）
・
12
月
15
日
（
金
）
・
　

１
月
31
日
（
水
）
・
２
月
28
日
（
水
）

場
所

竜
王
中
部
公
民
館

○
敷
島
教
室
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

10
月
13
日
（
金
）
・
12
月
８
日
（
金
）
・
　

１
月
19
日
（
金
）
・
２
月
９
日
（
金
）

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
　

○
双
葉
教
室
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

10
月
25
日
（
水
）
・
12
月
19
日
（
火
）

※
第
２
回
の
み
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

１
月
31
日
（
水
）
・
２
月
28
日
（
水
）

場
所

双
葉
公
民
館
　
ホ
ー
ル

陶
芸
教
室
教
養
講
座

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
の

一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
24
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
〜

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
工
作
室

対
象

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

定
員

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

受
講
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

第
５
回「
信
玄
堤
ウ
オ
ー
ク
２
０
０
６
」

信
玄
堤
を
中
心
に
信
玄
公
の
治
水
施

設
を
巡
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
甲
府
河

川
国
道
事
務
所
、
甲
斐
市
ほ
か
関
係
団

体
の
共
催
・
後
援
で
開
催
し
ま
す
。

コ
ー
ス
　
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
は
信
玄

堤
公
園
で
、
信
玄
堤
公
園
、
霞
堤
、

将
棋
頭
に
説
明
要
員
を
配
置
し
ま
す
。

６
・
５
Km

釜
無
川
河
川
公
園
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
を
開
国
橋
で
折
り
返
す

12
・
０
Km

信
玄
堤
公
園
か
ら
御
勅
使
川

沿
い
に
韮
崎
竜
岡
将
棋
頭
で
折
り
返
す

16
・
５
Km

御
勅
使
川
右
岸
沿
い
に
御
勅

使
南
公
園
・
白
根
将
棋
頭
・
御
勅
使

川
左
岸
沿
い
に
竜
岡
将
棋
頭
を
通
る

対
象

健
康
な
状
態
で
参
加
出
来
る
人
　

（
中
学
生
以
下
と
障
害
者
は
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

開
催
日
時

10
月
21
日
（
土
）

午
前
８
時
15
分
　
受
付
開
始

午
前
９
時
　
開
会
式
・
準
備
運
動

午
前
９
時
30
分
　
ス
タ
ー
ト

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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入 札 結 果  

担当課 工　事　名 工事場所 
（ 大字 ） 

工 期 
（ 契約翌日～ ） 

請負金額 (円) 業 者 名 

駅周辺整備室 竜王駅南通り線道路新設工事 （ ２工区 ）(明許 ) 竜王新町地内 平成 19年3月9日 37,485,000円 
四谷建設・羽黒工業竜王駅 
南通り線道路新設工事 （2
工区 ） （ 明許 ） 共同企業体 

平成 18年8月3日　入札 

■竜王北部公民館シニア教室 ■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館 055（ 276） 7511

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費 /持ち物 

安心 、 安全まちづくり研修会 
～犯罪などの被害に遭わないために～ 

最近の犯罪①詐欺②住宅の防犯③ 
ひったくりなどについて見て 、 聞 
いて 、 体験する研修会です 。 

30人 10月 27日 （ 金 ） 午前 10時～ 11時 30分 
 南甲府署員 無料 

● 公民館ふれあい講座 
■ 受付開始… 10月 5日 （ 木 ） 午前９時から電話で受付 （ 定員になり次第締切 ） 
■ 受講対象者… 市内在住者および市内に勤務されている 18歳以上の人 

■双葉公民館文化伝承教室 ■申し込み・問い合わせは…双葉公民館 0551（ 20） 3666

■竜王北部公民館地域文化伝承教室 ■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館 055（ 276） 7511

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費 /持ち物 

郷土食を作ってみよう 
伝統の味 「 やこめ 」 と原産のサト 
イモを使った料理を作り 、 地域や 
文化を一緒に味わってみませんか 。 

20人 11月９日 （ 木 ） 午前 10時～正午 神沢　節子 500円 /エプロン 、 
三角巾 、 タッパー 

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費 /持ち物 

そば作り 
自分の手でそば粉を練って・伸ば 
して・切る・そして楽しい試食。 20人 10月 21日 （ 土 ） 午前 10時～正午 

郷土史研究家・ 
奈麻余美文庫館長 
植松　光宏 

1,000円 、 エプロ 
ン 、 三角巾 （ 手ぬ 
ぐい ） 

■ 受付開始… 10月 3日 （ 火 ） 午前９時から電話で受付 （ 定員になり次第締切 ） 
■ 受講対象者… 市内在住者および市内に勤務されている 18歳以上の人 



午
後
３
時
30
分
　
終
了
予
定

※
小
雨
実
施
・
雨
天
中
止
　
当
日
の
Ｙ

Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
（
午
前
６
時
50
分
・
７
時
50

分
の
ニ
ュ
ー
ス
）
で
実
施
の
有
無
を
お
知

ら
せ
し
ま
す

集
合
場
所

信
玄
堤
公
園

駐
車
場

信
玄
堤
公
園
臨
時
駐
車
場
・

竜
王
北
中
学
校

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

参
加
料

無
料
（
昼
食
は
各
自
で
用
意
）

持
ち
物
　
保
険
証
・
雨
具
な
ど

※
当
日
は
八
幡
芋
煮
汁
を
配
布
予
定

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

０
５
５
（
２
７
６
）
７
２
１
４

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
営
業
推
進
局

０
５
５
（
２
３
１
）
３
１
２
１

０
５
５
（
２
３
１
）
３
１
０
７

第
２
回
甲
斐
市
文
化
協
会
文
化
祭

●
開
会
式

11
月
３
日
（
金
）
午
前
９
時
　

30
分
（
受
付
開
始
　
午
前
９
時
）

会
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

●
舞
台
発
表

11
月
３
日（
金
）〜
４
日（
土
）

※
３
日
は
開
会
式
終
了
後
、
４
日
は
午
前
10

時
開
始

会
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

●
展
示
部
門

11
月
３
日（
金
）〜
５
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
５
日
は
午
前
中
の
み
開
館

会
場

敷
島
体
育
館

●
競
技
部
門

11
月
３
日
（
金
）

（
囲
碁
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

会
場

竜
王
中
部
公
民
館

（
将
棋
）
正
午
〜
午
後
４
時
30
分

会
場

敷
島
勤
労
者
会
館

●
実
技
部
門

11
月
３
日
（
金
）

（
茶
道
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

■
問
い
合
わ
せ
は
…
文
化
協
会
事
務
局
　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

障
害
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

日
時

第
１
回
　
10
月
29
日
（
日
）

第
２
回
　
10
月
31
日
（
火
）

旅
程

富
士
お
猿
の
里
猿
ま
わ
し
劇
場

お
よ
び
山
梨
県
立
博
物
館

対
象

甲
斐
市
在
住
で
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の

人
と
そ
の
介
助
者

定
員

１
回
に
つ
き
１
０
０
名
で
合
計
　

２
０
０
名
（
１
人
１
回
の
み
申
込
可
能
）

参
加
料

１
、
０
０
０
円

申
込
方
法
　
負
担
金
を
添
え
て
社
会
福

祉
協
議
会
各
支
所
ま
で
（
障
害
者
福

祉
会
会
員
は
、
各
地
区
役
員
へ
）

受
付
期
間

10
月
13
日
（
金
）
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

第
21
回
竜
王
中
部
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

会
場

竜
王
中
部
公
民
館

玉
幡
小
学
校
校
庭

10
月
14
日（
土)

展
示
発
表

午
後
１
時
〜
４
時

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

10
月
15
日（
日
）

開
会
式

午
前
９
時
〜
９
時
20
分

舞
台
発
表

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

展
示
発
表

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

子
ど
も
の
遊
び
・
お
茶
席
コ
ー
ナ
ー

午
前
10
時
〜
正
午

カ
ッ
コ
ウ
笛
で
遊
ぼ
う

会
場

子
ど
も
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
　

定
員

１
０
０
名
（
当
日
会
場
で
受
付
）

参
加
料

無
料

対
象

幼
児
〜
小
学
生

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

竜
王
北
部
公
民
館

展
示
「
沙
羅
倶
楽
部
」（
押
し
花
）

期
間

10
月
17
日
（
火
）
〜
12
月
12
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

竜
王
中
部
公
民
館

展
示
「
ブ
ル
ー
ゼ
フ
ァ
ー
」（
水
彩
画
）

期
間
　
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

竜
王
南
部
公
民
館

展
示
「
あ
や
め
会
」（
ち
ぎ
り
絵
）

期
間
　
10
月
20
日
（
金
）
〜
12
月
15
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

初
心
者
の
た
め
の
市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

参
加
者
募
集

日
時

10
月
22
日
（
日
）
29
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
８
時
（
計
２
回
）

会
場

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
（
貸
し
切
り
）

対
象
者

市
内
在
住
者

定
員

１
０
０
名

講
師

県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
公
認
指
導
者

参
加
料

無
料

持
ち
物

ス
ケ
ー
ト
靴
（
レ
ン
タ
ル
有
り

２
０
０
円
）、
手
袋
、
帽
子

そ
の
他

現
地
集
合
（
15
分
前
に
集
合
）

受
付
開
始

10
月
３
日
（
火
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

第
２
回
甲
斐
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
祭
り
　
　

参
加
チ
ー
ム
募
集

主
催

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

日
時

10
月
21
日
（
土
）

小
雨
決
行

受
付
は
午
前
８
時
30
分
〜

会
場

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

参
加
資
格

①
市
内
在
住
者
で
構
成
さ

れ
た
体
育
協
会
各
支
部
お
よ
び
合
同

チ
ー
ム

②
市
内
在
住
者
で
構
成
さ
れ
た
一
般
チ
ー
ム

※
原
則
、
審
判
員
２
名
を
出
せ
る
チ
ー
ム

チ
ー
ム
数

24
（
定
数
に
な
り
次
第
締
切
）
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用
具

ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ゼ
ッ
ケ
ン
、

各
種
腕
章
は
各
チ
ー
ム
で
用
意

審
判

相
互
審
判
制
で
行
う

参
加
料

無
料

申
込
方
法

10
月
16
日（
月
）ま
で
に
申
込
　

書
を
提
出
（
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

第
２
回
甲
斐
市
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
・

秋
の
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

主
催
　
市
テ
ニ
ス
協
会

甲
斐
市
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

日
時

10
月
22
日
（
日
）
※
雨
天
時
は
29
日

（
日
）
に
延
期
　
午
前
８
時
30
分
受
付
　

会
場

西
八
幡
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
で
女
性
２

名
以
上
を
含
む
計
４
名
で
編
成
さ
れ

て
い
る
チ
ー
ム

試
合
方
法

チ
ー
ム
対
抗
戦
（
男
子
ダ
ブ
ル

ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
Ｍ
Ｉ
Ｘ
ダ
ブ
ル
ス
）

予
選
（
リ
ー
グ
戦
）、
決
勝
（
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
）
を
実
施
予
定

参
加
料

１
チ
ー
ム
４
、
０
０
０
円
　

（
当
日
持
参
）

一
般
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時

10
月
３
日
〜
31
日
（
毎
週
火
曜

日
・
計
５
回
）
午
後
８
時
〜
10
時

場
所

竜
王
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

講
師

市
テ
ニ
ス
協
会
指
導
者

参
加
資
格

市
内
在
住
者

参
加
料

１
、
０
０
０
円
（
５
回
分
）

定
員

20
名

持
ち
物

硬
式
用
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ

申
込
期
日

大
会
お
よ
び
教
室
の
前
日

ま
で
に
電
話
で

第
２
回
甲
斐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
　
　

参
加
者
募
集

主
催
　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

日
時

11
月
26
日
（
日
）
集
合
　
午
前
８

時
30
分
　
競
技
開
始
　
午
前
９
時

場
所

敷
島
体
育
館

種
目

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級
（
県
社
会

人
リ
ー
グ
１
部
〜
２
部
所
属
）
・
男
子

ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
級
（
Ａ
級
以
外
お
よ
び
50

歳
以
上
の
人
）
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級

（
県
社
会
人
リ
ー
グ
１
部
〜
２
部
所

属
）
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
級
（
Ａ
級
以

外
お
よ
び
50
歳
以
上
の
人
）

参
加
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
者

参
加
料

１
ペ
ア

１
、
０
０
０
円

申
込
期
間

10
月
１
日
か
ら
11
月
14
日

ま
で
電
話
に
て
受
付

第
３
回
甲
斐
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
り
　
　

参
加
チ
ー
ム
募
集

主
催
　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

日
時

11
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

会
場

男
子
の
部
　
竜
王
小
、
玉
幡
中

女
子
の
部
　
竜
王
小
、
竜
王
北
小
、

双
葉
体
育
館

出
場
資
格

市
内
在
住
者
（
全
日
制
の
高
　

校
生
以
下
は
除
く
）

チ
ー
ム
編
成

男
子
、
女
子
（
９
人
制
で
　

各
支
部
単
位
お
よ
び
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
）

参
加
料

１
チ
ー
ム
　
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法

10
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
申

込
書
を
提
出
（
大
会
要
項
・
申
込
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
）

監
督
会
議

10
月
31
日
（
火
）

午
後
７
時
30
分
〜

竜
王
北
部
公
民
館

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
参
加
者
募
集

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

期
間

３
月
31
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

竜
王
小
学
校
体
育
館
他

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
生

内
容

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基
礎
・
実
践

参
加
料

無
料

持
ち
物

体
育
館
履
、
タ
オ
ル
等

申
込

電
話
・
会
場
に
て
随
時
受
付
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
長

小
池
恒
夫

０
５
５
（
２
７
６
）
３
８
３
４

民
事
・
家
事
調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談
会

日
時

10
月
３
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

相
談
内
容

交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係
、

土
地
・
建
物
賃
貸
借
関
係
、
相
続
財

産
・
夫
婦
・
家
庭
内
の
紛
争
、
サ
ラ

金
の
返
済
関
係
な
ど

相
談
員

民
事
・
家
事
調
停
委
員

（
弁
護
士
で
あ
る
調
定
委
員
を
含
む
）

主
催

日
本
調
停
協
会
連
合
会

後
援

最
高
裁
判
所
、
甲
府
地
方
・
家

庭
裁
判
所

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
地
方
・
家
庭

裁
判
所
事
務
局
総
務
課

０
５
５
（
２
３
５
）
１
１
３
１

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
時
・
会
場

10
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

県
民
情
報
プ
ラ
ザ
１
階
（
甲
府
市
丸
の
内
）

10
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

オ
ギ
ノ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
中
央
市
山
之
神
）

相
談
内
容

事
業
主
・
従
業
員
か
ら
の
労

働
問
題
、
年
金
・
健
康
保
険
・
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
の
手
続
き
や
請
求
方

法
、
就
業
規
則
の
作
成
・
改
正
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
、
育
児
・
介
護
休
業

制
度
、
各
種
公
的
助
成
金
の
請
求
な
ど

相
談
員

山
梨
県
社
会
保
険
労
務
士
会
会
員

■
問
い
合
わ
せ
は
…
山
梨
県
社
会
保

険
労
務
士
会
事
務
局

０
５
５
（
２
５
３
）
４
０
０
４

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
時

10
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
予
約
不
要
）

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

相
談
内
容

遺
言
・
相
続
、
営
業
許
認
可

申
請
、
農
地
転
用
、
建
設
業
許
可
申
請
、

会
社
・N

PO

法
人
設
立
、
帰
化
・
在
留

許
可
申
請
、
著
作
権
な
ど

相
談
員

山
梨
県
行
政
書
士
会
甲
府
北
支

部
会
員

■
問
い
合
わ
せ
は
…
山
梨
県
行
政
書
士
会

０
５
５
（
２
３
７
）
２
６
０
１
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行
政
相
談
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

10
月
16
日
か
ら
10
月
22
日
ま
で
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。
国
の
仕
事
に
つ
い

て
苦
情
が
あ
る
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、

対
応
に
納
得
が
い
か
な
い
、
手
続
き
・

サ
ー
ビ
ス
で
制
度
や
仕
組
み
が
わ
か
ら

な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
厳
守
で
す
。

日
時

10
月
22
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

相
談
員

行
政
相
談
委
員

※
定
例
の
市
民
相
談
で
も
受
け
付
け
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

山
梨
行
政
評
価
事
務
所

（
０
５
７
０
）
０
９
０
１
１
０

県
営
双
葉
響
が
丘
団
地
入
居
者
募
集

双
葉
響
が
丘
団
地
４
号
館
の
新
築
に

伴
い
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
戸
数
　
21
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
９
戸
、

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
12
戸
）

※
応
募
者
が
募
集
を
上
回
る
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す

募
集
期
間

11
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

入
居
予
定
　
12
月
20
日
（
水
）

対
象
　
県
内
在
住
ま
た
は
県
内
に
お
勤

め
で
所
得
が
一
定
額
以
下
の
世
帯

※
障
害
者
世
帯
等
の
優
先
入
居
も
行
い

ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ
は
…
住
宅
供
給
公
社

０
５
５
（
２
３
７
）
１
６
５
６

山
梨
県
住
宅
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
７
３
２

社
会
生
活
基
本
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

総
務
省
統
計
局
と
山
梨
県
で
は
、
10

月
20
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、
社
会
生

活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
一
日
の
生
活
時
間
の

使
い
方
や
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の

状
況
を
調
査
し
、「
よ
り
よ
い
暮
ら
し
と

社
会
」
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査

を
お
願
い
す
る
世
帯
は
、
総
務
省
統
計

局
省
が
指
定
し
た
調
査
区
に
居
住
す
る

世
帯
か
ら
統
計
理
論
に
基
づ
い
て
選
定

さ
れ
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る
世
帯
に

は
、
10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
以
外
の
目

的
に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
企
画
部
統
計
調
査
課
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
４
１

下
水
道
責
任
技
術
者
認
定
試
験

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す

る
指
定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る

者
の
専
属
が
必
要
で
、
こ
の
試
験
は
、

そ
の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

受
付
期
間

９
月
15
日
（
金
）
〜
10
月
10
日
（
火
）

講
習
会

11
月
１
日
（
水
）

試
験
　
11
月
12
日
（
日
）

場
所

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
川
田
町
）

申
込
用
紙
配
布
場
所

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
南
巨
摩
郡
増
穂
町
長
沢
１
７
９
０
）

０
５
５
６
（
２
２
）
８
５
１
１

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

（
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１

７
）

０
５
５
（
２
６
３
）
２
７
３
８
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●平成18年度地域の芸術文化環境づくり支援事業
ファミリーミュージカル「トム・ソーヤー物語」
日時 10月１日（日）

１回目　午前10時開場　午前10時30分開演
２回目　午後１時30分開場　午後２時開演

出演 劇団フジと地元の小中学生
料金 全席自由　大人券（高校生以上）１、０００円

小人券（中学生以下） ５００円

●平成18年度子どもの映画鑑賞普及事業
「ＡＬＷＡＹＳ　三丁目の夕日」
日時 10月29日（日）

午後１時30分開場　午後２時上映開始
※入場無料（要入場整理券）です。整理券はふれあい文化
館事務室および市内各公民館で配布中です。

●「35ｔｈ　Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ堀内孝雄
リサイタルツアー２００６～ＯＬＤ＆ＮＥＷ～」
日時 11月12日（日）

午後５時30分開場　午後６時開演
料金　全席指定

前売り券４、５００円　当日券５、０００円

●柄本明一人芝居「煙草の害について」
日時 12月９日（土）

午後６時開場　午後６時30分開演
料金 全席指定

前売り券２、０００円　当日券２、５００円

※各催し物のチケットはふれあい文化館事務室および、
各プレイガイドで販売中です。

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660

※９月号掲載の記事中、柄本明一人芝居の料金
に誤りがありました。お詫びして訂正します。



甲
府
地
区
広
域
事
務
組
合

16
ミ
リ
映
写
機
等
操
作
技
術
講
習
会

日
時

10
月
11
日
（
水
）
〜
13
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

※
認
定
証
は
３
日
間
受
講
し
た
人
の
み

対
象

甲
府
市
・
甲
斐
市
・
中
央
市
・

昭
和
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人

定
員

15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

会
場

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

（
甲
府
市
伊
勢
３
ー
８
ー
23
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

１
、
４
０
０
円
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法

10
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
電

話
で

■
申
し
込
み
は
…

甲
府
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
視
聴

覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
　

０
５
５（
２
２
８
）

７
６
４
１

甲
府
市

第
18
回
交
響
詩
コ
ン
サ
ー
ト

有
名
な
オ
ペ
ラ
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」

を
、
レ
オ
ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ラ
ー
さ
ん
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）
を
迎
え
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
22
日
（
日
）

午
後
４
時
30
分
開
場
　
５
時
開
演

会
場

甲
府
市
総
合
市
民
会
館
　

山
の
都
ア
リ
ー
ナ

内
容

第
１
部

「
音
の
和
、
人
の
環
が
結
ぶ
愛
」

第
２
部

交
響
組
曲
「
遙
か
な
る
時
を
超
え
て
」

入
場
料
　
無
料
・
全
席
自
由

■
申
し
込
み
は
…

甲
府
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
　

０
５
５
（
２
２
３
）
７
３
２
４

中
央
市

中
央
市
た
と
み
稲
穂
ま
つ
り
06'

日
時

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
（
予
定
）

内
容

式
典
や
各
種
演
芸
、
ラ
イ
ブ
シ
ョ
　

ー
な
ど
。
模
擬
店
の
出
店
も
あ
り
。

中
央
市
と
よ
と
み
与
一
公
ま
つ
り
06'

豊
富
地
区
に
ゆ
か
り
の
浅
利
与
一
義

成
公
を
し
の
ぶ
お
祭
り
で
す
。

日
時

11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
（
予
定
）

内
容

式
典
や
コ
ン
サ
ー
ト
ラ
イ
ブ
な

ど
。
模
擬
店
が
多
数
出
店
し
、
市
の

農
畜
産
物
も
販
売
予
定
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

中
央
市
観
光
振
興
課

０
５
５
（
２
７
４
）
８
５
８
２

昭
和
町

第
18
回
昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り

日
程

10
月
８
日
（
日
）

場
所

町
立
総
合
体
育
館
な
ど

内
容

漫
才
「
お
ぼ
ん
・
こ
ぼ
ん
」
や

「
石
原
詢
子
」
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

※
駐
車
場
に
限
り
あ
り
。
徒
歩
ま
た
は

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

昭
和
町
企
画
行
政
課
　

０
５
５
（
２
７
５
）
２
１
１
１

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

日
時
　
11
月
６
日
（
月
）
・
７
日
（
火
）

両
日
午
前
８
時
50
分
〜
午
後
５
時

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す

会
場

山
梨
県
自
治
会
館

（
甲
府
市
蓬
沢
１
ー
15
ー
35
）

定
員

１
０
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料
　
３
、
５
０
０
円

受
付
　
10
月
23
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
消
防
本
部
予
防
課

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
８
４

第
１
回
山
梨
県
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

主
催

山
梨
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
（
山
梨
県
・
甲
府

市
・
甲
府
地
方
法
務
局
・
山
梨
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
）

募
集
対
象

県
内
の
公
立
・
私
立
小
中
高

等
学
校
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護

学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
お
よ
び
15

歳
以
上
の
県
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
者

募
集
部
門
（
１
）
小
学
生
部
門
（
２
）
中

学
生
・
高
校
生
部
門
（
３
）一
般
部
門

募
集
期
間

９
月
12
日
（
火
）
〜
12
月
11
日
（
月
）

応
募
方
法
（
１
）
応
募
票
ま
た
は
官
製
ハ

ガ
キ
に
よ
り
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局

に
応
募
（
楷
書
で
記
入
）。
当
日
消
印
有

効
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
当
日
到
着
分
ま
で
。

（
２
）
応
募
点
数
は
１
人
１
点
。

（
３
）
作
品
に
は
、
必
ず
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
匿
名
希
望
の

有
無
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
（
校
名
お
よ
び

学
年
）
・
電
話
番
号
を
明
記
。

（
４
）
小
学
生
部
門
は
、
保
護
者
等
と
一

緒
に
考
え
た
作
品
で
も
応
募
可
能
。

賞
の
授
与
お
よ
び
賞
品

各
部
門
最
優

秀
賞
１
編
、
優
秀
賞
５
編
。
賞
状
お

よ
び
記
念
品
（
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
盾
等
）。

留
意
事
項

（
１
）
作
品
は
標
語
形
式
に

よ
る
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

（
２
）
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。

（
３
）
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
す
べ
て

主
催
者
に
帰
属
す
る
。

（
４
）
入
選
作
品
は
、
標
語
作
品
集
の
作

成
や
各
種
人
権
啓
発
活
動
に
有
効
活
用

す
る
。
な
お
、
作
品
を
使
用
す
る
際
、

匿
名
希
望
の
有
無
を
確
認
し
希
望
者
は

氏
名
お
よ
び
年
齢
等
を
公
表
し
な
い
。

ま
た
、
使
用
す
る
作
品
の
誤
字
・
脱
字

な
ど
一
部
修
正
す
る
場
合
が
あ
る
。

選
考
お
よ
び
発
表

（
１
）
選
考
は
、
主

催
者
に
お
い
て
協
議
の
上
決
定
す
る
。

（
２
）
発
表
は
、
平
成
19
年
１
月
下
旬
。

入
賞
者
（
一
般
に
は
直
接
、
児
童
生
徒

に
は
学
校
を
通
し
て
）
に
は
連
絡
の
上
、

表
彰
式
を
執
り
行
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
は
…

〒
４
０
０
ー
８
５
２
０
　
甲
府
市
北
口

１
丁
目
２
ー
19

甲
府
地
方
合
同
庁
舎

甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内
「
第

１
回
山
梨
県
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
」

係

０
５
５
（
２
５
２
）
７
２
３
９

０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
４
７

子
ど
も
な
ん
で
も
無
料
相
談
会

開
催
日

10
月
14
日
（
土
）

開
催
場
所
　
山
梨
県
弁
護
士
会
館

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

26



受
講
料
・
相
談
料

無
料
（
予
約
不
要
）

・
市
民
法
律
講
座

講
演
「
離
婚
後
の
親
子
関
係
〜
子
ど
も

の
監
護
・
面
接
交
渉
に
つ
い
て
ア
メ

リ
カ
法
と
の
比
較
〜
」

講
師

山
口
亮
子
先
生
（
山
梨
大
学
助
教
授
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

・
無
料
法
律
相
談
会

相
談
対
象

子
ど
も
、
大
人
不
問

相
談
内
容
　
子
ど
も
に
つ
い
て
困
っ
て

い
る
こ
と
、
子
ど
も
自
身
が
困
っ
て

い
る
こ
と
、
子
育
て
、
児
童
虐
待
、

非
行
、
不
登
校
、
い
じ
め
、
学
校
事

故
な
ど
子
ど
も
に
係
わ
る
問
題

受
付

当
日
午
後
４
時
30
分
ま
で

電
話
相
談

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
　

０
５
５
（
２
３
５
）
７
２
０
２

面
接
相
談

午
後
２
時
30
分
〜
５
時

※
講
座
・
相
談
会
ど
ち
ら
か
だ
け
の
参

加
も
可
能
で
す

主
催
　
山
梨
県
弁
護
士
会
・
山
梨
県
臨

床
心
理
士
会

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
弁
護
士
会

０
５
５
（
２
３
５
）
７
２
０
２

「
見
守
り
新
鮮
情
報
」配
信

内
閣
府
で
は
、
悪
質
商
法
早
期
警
情

報
（
通
称
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」）
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

配
信
内
容
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
消
費
生
活
相
談
の
現
場
で
キ
ャ
ッ

チ
し
た
高
齢
者
に
警
戒
を
要
す
る
と
思

わ
れ
る
悪
質
商
法
で
す
。

情
報
を
受
信
す
る
に
は
登
録
が
必
要

で
す
が
、
希
望
す
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
画
面
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　
パ
ソ
コ
ン

https://m
ail.consum

er.go.jp/w
rp/m

i
m
am

ori/form
/000001/regist

携
帯
電
話

https://m
ail.consum

er.go.jp/w
rp/m

i
m
am

ori/m
a.cgi?a=

r&
g=

000002

■
お
問
い
合
わ
せ
…

（
社
）
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会

０
３
（
３
４
４
８
）
９
７
３
６

O
A
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
訓
練
生
募
集

対
象

母
子
家
庭
の
母
等

内
容

自
立
支
援
訓
練

（
パ
ソ
コ
ン
文
書
作
成
講
習
等
）

募
集
期
間

10
月
２
日
（
月
）
〜
11
月
８
日
（
水
）

定
員

15
名
（
面
接
選
考
に
よ
り
決
定
）

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担
）

訓
練
期
間

11
月
27
日
（
月
）
〜

平
成
19
年
３
月
２
日
（
金
）

訓
練
委
託
先

協
同
組
合
　
山
梨
県
Ｆ
Ｐ

セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
農
業
共
済
会
館
内
）

■
お
問
い
合
わ
せ
…

山
梨
県
立
峡
南
高
等
技
術
専
門
校

０
５
５
６
（
２
２
）
３
１
７
１

第
13
回
竜
王
健
康
ま
つ
り

日
時
　
10
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

竜
王
共
立
診
療
所
地
内

内
容

さ
く
ら
ん
ぼ
太
鼓
、
大
正
琴
の

演
奏
、
模
擬
店
、
野
菜
販
売
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
…
竜
王
共
立
診
療
所

０
５
５
（
２
７
９
）
８
６
１
１

山
梨
大
学
第
５
回
医
学
祭

日
時
　
10
月
28
日
（
土
）
・
29
日
（
日
）

場
所

山
梨
大
学
玉
穂
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容

ス
テ
ー
ジ
企
画
、
展
示
、
講
演

会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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被害者支援センターやまなしのボランティア支援員に
なりませんか
山梨県犯罪被害者支援連絡協議会（事務局は警察本部）では、

不慮の犯罪や事故等に遭われた被害者とそのご家族が抱える
悩みの軽減や心のケアを目的として、民間被害者支援センタ
ーやまなしを設立する準備を進めています。センターでは、
ボランティア支援員による電話相談および直接支援（被害者支
援業務）を実施していく予定です。そこで、被害者支援業務に
従事していただくボランティアを募集いたします。
１　募集期間　10月２日（月）～11月15日（水）
２　応募資格（性別は問わない）
（１）年齢25歳以上の人
（２）心身ともに健康である人　
（３）被害者支援に関心があり、ボランティア活動に

理解と意欲がある人
（４）その他研修を受けることができる人など
３　詳細はお問い合わせください。募集要項を送付します。

〒400-8586     甲府市丸の内一丁目６番１号
山梨県警察本部警務課犯罪被害者対策室内
犯罪被害者支援センターやまなし
設立準備委員会事務局　電０５５（２３５）２１２１

（内線２６７２・２６８２～８４）

全国地域安全運動
警察では、各種犯罪を防ぎ、県民の皆さんが安全で安心し

て暮らせるまちづくりを推進するため、市町村、防犯協会等
の関係機関・団体と連携を図りながら地域安全活動を展開し
ています。
10月11日（水）から20日（金）までの１０日間、「全国地域

安全運動」が実施され、山梨県では「みんなで築こう安全・安
心やまなしけん」をスローガンにこの運動を実施します。地域
から犯罪をなくし、安全で安心して暮らせる地域社会の実現
のため、ご協力をお願いします。



せん定枝粉砕処理

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により、
一部の例外を除き、法で定められた適正な方法以
外での焼却行為は禁止されています。このことに
ついては、広報誌等で再三お知らせするとともに、
ごみの焼却行為については、焼却の中止や改善指
導を行い、みだりに焼却しないよう指導を行って
きました。
しかしながら、近所でごみを焼却していて煙や

臭いで「窓が開けられない」、「洗濯物に臭いがつ
いて困る」、「体調の悪い人がいるので困る」とい
った苦情が依然として数多く寄せられます。残念

なことに以前からの習慣
でごみをドラム缶などで
焼却している家庭がいま
だ見受けられます。
また、近隣のごみの焼

却により迷惑を受けてい
る人も、ご近所との付き
合いもあり注意できず我
慢しているのが現状で
す。

家庭から出たごみの焼却は法律で禁止された行
為であり、自然環境、生活環境に多大な悪影響を
与えていることをもう一度よく考え、ごみを安易
に焼却することはやめましょう。

※農業者が行うせん定枝や稲わらの焼却は例外と
して認められていますが、安易に焼却せず、近
隣住民に迷惑がかからないよう十分配慮してく
ださい。

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

家庭から出たごみは、分別し必ず市指
定のごみ袋に入れごみステーション
（ごみ収
集小屋）
へ 出 し
て く だ
さい。

家庭でのごみの焼却は
禁止されています

家庭ごみは、ごみステーションへ

家庭等において伐採されたせん定
枝を粉砕処理します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程
10月は次の日をお休みとさせてい

ただきます。
毎週金曜日、祝日（9日）
◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日程
10月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日

受入時間 午前9時～正午、午後1時～午後4時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の

ものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象と
します。
＊葉っぱ類、根の部分、腐食した
物、金属類の付いた物、および
草・竹等は受入しませんので注意し

て下さい。
＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは

出来ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限

り無料で差し上げています。
せん定枝受け入れ時間中であればいつでも取り

に来ていただいて結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。
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●いきいき健康教室
いつまでも元気で健

やかな生活を送ること
ができるように介護予
防を中心開催します。

1

●介護予防ふれあいサポーター育成教室
市では、介護予防を自発的に行える人を『ふれあいサポーター』と位置づけ、介護予防を推進し地域で

中心となって支援する人材を育成するために、『ふれあいサポーター育成教室』を開催します。
１．対象者　元気な人であれば、年齢は問いません。興味関心がある人ならば誰でも参加できます。
２．参加費　無料（申し込み締め切りは10月３１日まで）
３．研修修了者には、『ふれあいサポーター会員証』を交付します。前期・後期各１回参加してください。

●脳のいきいき教室
市では、市内４か所の在宅介護支援センターに委託し、市と共催で認知症予防のための教室を開催します。

テーマ・講師 日時 場所 問い合わせ（委託先）

音楽療法～音楽と心～
ミュージックラボやまなし
音楽療法士　青柳　伸二

10月17日（火）
午後２時～３時30分

竜王北部公民館
篠原2600番地

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
055（279）1113

～ボケない頭をつくる体操～
在宅介護支援センター
敷島荘職員

10月10日（火）
午後１時～

長塚公民館
長塚271-2

在宅介護支援センター敷島荘
055（277）8818

～物忘れなどの予防講座～
グループホーム「めだかの学校」
海瀬春美・鈴木千春

10月21日（土）
午後１時30分～

希望ヶ丘公民館
竜地2334-12

「ひかりの里」
双葉在宅介護支援センター
0551（28）5545

～脳もこころもリフレッシュ～
帝京医療福祉専門学校
介護科 小田切てる美 講師

10月10日（火）
午後１時30分～３時

富竹新田１区公会堂
富竹新田1410-2

めぐみ荘在宅介護支援センター
055（278）0881

●介護予防講座
市では、市内4ヶ所に在宅介護支援センターに委託し、市と共催で介護予防のための講座を開催します。

テーマ・講師 日時 場所 問い合わせ（委託先）
～転倒しない体力づくり～
甲府南ライフケアセンター
副施設長　井口恭一 先生

10月20日（金）
午後１時30分～３時

富竹新田４区公会堂
富竹新田759-4

めぐみ荘在宅介護支援センター
055（278）0881

転倒骨折予防教室
ブルーアース
健康運動指導士　雨宮美和

10月24・31日　11月７・
14・21・28日
午前10時～11時30分

竜王南部公民館
西八幡1976番地1

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
055（279）1113

注　対象者は、全講座興味関心のある人です。転倒予防教室のみ６５歳以上で運動に支障のない人、６回連続で参
加できる人で先着15人の定員制です。

○認知症予防について　市保健師・看護師
10月5日（木） 午前11時30分～正午　百楽泉研修室

○楽しくリズムに合わせて健康づくり　日本3Ｂ体操協会公認指導者　山田富士枝

10月13日（金）午後1時～1時30分　志麻の湯ことぶきセンター

○お口の健康講座　山梨歯科衛生士会監事　牛山京子
10月25日（水） 午後1時～1時30分 志麻の湯ことぶきセンター

○楽しくリズムに合わせて健康づくり　日本3Ｂ体操協会公認指導者　山田富士枝

10月19日（木）午後1時～1時30分　百楽泉多目的ホール

区分 内　容 日　時 場 所

前期

(１) 講演　　『すこやかに老いるための秘訣』
講師　ながせき頭痛クリニック　院長 永関慶重

(２) お話　　『困った時の介護の相談』
甲斐市役所高齢福祉課地域包括支援センター　保健師

11月 ９日(木) 午後２時～
敷島総合文化会館
1階 視聴覚室

後期

(１) お話　　『地域の介護保険サービスについて』
竜王北部公民館はめぐみ荘在宅介護支援センター職員
竜王南部公民館は竜王在宅介護支援センター職員
敷島保健福祉センターは在宅介護支援センター敷島荘職員
双葉保健福祉センターは「ひかりの里」双葉在宅介護支援センター職員

(２) 講話および実技（各回共通）
『介護予防のための東洋医学の基礎知識』
講師　　ふれあい在宅マッサージ代表取締役　澤登　拓

(３) 座談会（各回共通）
地域の介護予防サポートリーダーを交えて

11月15日(水) 午後２時～
竜王北部公民館
3階 中ホール

11月16日(木) 午後２時～
竜王南部公民館
2階 ホール

11月28日(火) 午後２時～
敷島保健福祉センター
会議室

11月29日(水) 午後２時～
双葉保健福祉センター
2階 会議室（和室）

４．申し込み・問い合わせは…甲斐市地域包括支援センター（高齢福祉課内） 055（277）3116
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■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●予防接種指定医療機関
インフル 
エンザ 

乳幼児 
個別接種 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

　 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

　 

　 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

　 

　 

　 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

林野医院 

保坂医院 

広瀬外科医院 

竜王リハビリテーション病院 

赤坂台病院 

神田内科医院 

清水内科循環器科 

中沢クリニック 

杉田小児科医院 

芦沢内科小児科医院 

竜王レディースクリニック 

竜王共立診療所 

保坂メディカルクリニック 

芦沢整形外科医院 

千須和医院 

福島整形外科 

三枝病院 

いいの整形外科 

おかべ内科・神経内科クリニック 

山内耳鼻咽喉科医院 

大久保医院 

小山医院 

志鎌整形外科 

敷島クリニック 

大沢医院 

大房整形外科眼科医院 

うちやま泌尿器・腎クリニック 

ながせき頭痛クリニック 

桜こどもクリニック 

中島医院 

双葉クリニック 

本橋医院 

響が丘整形外科 

ふたば内科消化器科医院 

登美の丘クリニック 

りほく病院 

ひかりの里クリニック 

西八幡2436 

富竹新田410 

富竹新田1179 

万才287－7 

竜王新町2140 

西八幡904－1 

篠原1429－1 

竜王3091 

篠原2763－1 

玉川159－1 

篠原2199 

富竹新田231－1 

篠原2189－1 

富竹新田1501 

西八幡4357－1 

西八幡1196 

竜王新町1440 

竜王764－1 

万才833－1 

篠原226－5 

島上条213－3 

島上条492－1 

長塚2 

中下条246 

長塚115－11 

島上条714－1 

中下条926－1 

中下条1844－3 

中下条1900 

下今井88－1 

竜地4710－1 

岩森79－1 

竜地2563－14 

竜地2795－10 

竜地6660 

岩森111 

宇津谷1111

055（276）2816 

055（276）2619 

055（276）2323 

055（276）1155 

055（279）0111 

055（276）1515 

055（279）3366 

055（276）8111 

055（279）2088 

055（279）3355 

055（279）4132 

055（279）8611 

055（230）6550 

055（276）8566 

055（276）1288 

055（279）2255 

055（279）0222 

055（240）8580 

055（275）1117 

055（279）3339 

055（277）2129 

055（277）5102 

055（277）6761 

055（277）8300 

055（277）1020 

055（230）9200 

055（277）1211 

055（267）2211 

055（267）0505 

0551（28）2181 

0551（28）6789 

0551（28）6130 

0551（30）8100 

0551（28）8227 

0551（28）6887 

0551（28）8820 

0551（20）3900

インフル 
エンザ 

乳幼児 
個別接種 指定医療機関 住　　所 電話番号 電話番号 住　　所 指定医療機関 

●運動教室
対象者　高血圧、肥満、糖尿病、高脂血症など何
らかの異常があり運動の必要な人、各健康教室終
了者（糖尿病教室、ヘルシー教室等）で引き続き
食事、運動等の相談を希望される人
内　容 3B体操、健康相談
日　時 10月26日（木）午後1時30分～3時
場　所 敷島保健福祉センター
※運動のできる服装でお出かけください。

●水中ウオーキング教室
対象者　50歳～65歳で腰痛・膝痛などがあり運動

習慣を身に付けたい人
内　容 水の浮力を利用した、痛みの予防・緩和
に有効な効率的な運動
日　時 10月30日～１月29日　毎週月曜日（全12回）
※曜日が多少異なる場合あり　午前９時30分～11時
場　所 敷島保健福祉センター
受講料 無料 ただし施設利用料（１回100円）必要
持ち物 水着・キャップ・タオル類※状況により
医師の意見書が必要になる場合あり
申し込み 10月11日（水）から下記の窓口に直接
申し込み。電話不可。定員は18人で先着順。

接種期間　10月１日～平成19年１月31日
接種医療機関　市内指定医療機関
自己負担　1,000円
持 ち 物　保険証、または老人医療受給者証
接種方法　希望する指定医療機関に予約をし、接種を

行なってください。予診票は各指定医療機

関の窓口に設置されています。対象者のう
ち、生活保護世帯の人は接種費用の助成が
あります。健康増進課、または各地域課窓
口にて申請を行なってください。なお市外
医療機関を希望の人は、料金等下記までお
問い合わせください。



●乳幼児予防接種について
11月よりポリオ予防接種を
実施します。集団予防接種
は混雑を避けるため会場を
分けていますが、都合がつ
かない場合は、他の会場で
受けることも可能です。
集団予防接種受付時間

竜王保健福祉センター　午後１時30分～２時30分
敷島保健福祉センター　午後１時～１時50分
双葉保健福祉センター　午後１時30分～２時

31

2

接　　種　　歴  
麻しんのみ 
接種している人 
風しんのみ 
接種している人 
麻しん、風しん両方
とも接種している人 
麻しん、風しん両方
とも未接種の人 

第１期 
（12カ月以上24カ月未満） 

○ 
（ただし、風しんの単独予防接種を接種） 

○ 
（ただし、麻しんの単独予防接種を接種） 

× 

○ 

第2期 
（年長児） 

○ 

○ 

○ 

○ 

※麻しん風しん混合予防接種の予診票は、各医療機関に設置してあります。
※日本脳炎予防接種については平成17年５月30日より引き続き積極的勧奨を差し控えます。

内　　容 

ポリオ 

ＢＣＧ、三種混合、二種混合 
麻しん風しん混合 
麻しん、風しん、日本脳炎 

11月  ９日（木） 

11月13日（月） 

11月17日（金） 

11月22日（水） 

11月29日（水） 

12月  ７日（木） 

12月13日（水） 

竜王保健福祉センター 

敷島保健福祉センター 

双葉保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 

敷島保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 

敷島保健福祉センター 

竜王 
（３ヵ月～10ヵ月児） 

 

敷島 
（11ヵ月～７歳６ヵ月未満児） 

 

双葉 
（３ヵ月～７歳６ヵ月未満児） 

 

竜王 
（11ヵ月～7歳６ヵ月未満児） 

 

敷島 
（３ヵ月～10ヵ月児） 

 

竜王 
（３ヵ月～７歳６ヵ月未満児） 

 

敷島 
（３ヵ月～７歳６ヵ月未満児） 

種　別 

集団接種 

個別接種 

対象地区（月齢） 実施月日 実施場所 持ち物 

母子健康手帳 
予診票 

母子健康手帳 
予診票、保険証 

事前に指定医療機関に予約を入れ、接種を行ってください。 

●麻しん、風しんの予防接種および
経過措置について
麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化す

るため、４月より麻しん・風しん予防接種が混合ワ
クチンとなり、接種回数も２回接種となりました。
対象年齢については、第１期（１回目）12か月から
24か月未満の人、第２期（２回目）５歳以上７歳未
満で就学１年前から就学前日までの人（いわゆる年
長児）です。
なお、6月より再度一部改正があり、麻しん・風

しん単独予防接種についても定期予防接種と定め
られました。対象年齢内の人でどちらか片方のみ
接種している人、またはどちらか片方の病気にか
かってしまった人はそれぞれ単独の予防接種を受
けることができます。
〈H19年3月31日までの経過措置〉
対象年齢外（２歳以上７歳６ヵ月未満の人で第

２期の対象とならない人）の内、麻しんおよび風
しんともに未接種の人、どちらか片方のみ接種
（または病気にかかった）の人について平成18年
９月１日～平成19年３月31日までの間、経過措
置を行い公費負担で接種できます。対象となる人
は医師と相談の上、接種を勧めてください。接種
方法等不明な点はお問い合わせください。

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基

礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期とし
て二種混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつく
ります。ただし、三種混合予防接種が終了していない
場合は、今回の接種を受けても効果が期待できないこ
とがありますので、ご相談ください。

対　　象　小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ
接種を行なっていない人についても接種可
能です）

持 ち 物　母子健康手帳、保険証
接種医療機関　甲斐市内指定医療機関
接種方法　１週間前までに予約を入れ、接種を受けて

ください。予診票は各指定医療機関窓口に
設置されています。なお、接種当日は必ず
保護者が同伴してください。

●高齢者等インフルエンザ予防接種
対　　象 １）市内に住所を有する65歳以上の人

２）市内に住所を有する60歳～64歳の人
であって、心臓・腎臓・呼吸器の機能、ま
たはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
に障害を有する人

麻しん、風しん予防接種
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●人間ドック受診申し込み
申込期間 10月2日（月）～10月10日（火）
対 象 者 40歳以上の人
※社会保険本人は対象外です。
申込場所　健康増進課（敷島庁舎１階）、竜王支所地域

課（竜王庁舎１階）、双葉支所地域課（双葉
庁舎１階）

申込方法 健康保険証と印鑑を持参してください。
受診券を発行します。申し込みの際に委
託医療機関から受診医療機関を選んでい
ただきます。

※総合健診申込書とは別に申請が必要です。
料　　金 委託医療機関によって受診料が異なりま

す。市では、検査項目により次のとおり金
額を補助します。
○基本検診のみの人は、30,000円
基本検診に加え
○前立腺がん検査を含む人は、31,000円
○子宮がん検査、または乳がん検査
（マンモグラフィー検査）
どちらか一方を含む人は、32,000円
○子宮がん検査と乳がん検査
（マンモグラフィー検査）
両方含む人は、33,000円
○自己負担は約6,000円～8,000円です。
（オプションは自己負担です。）

委託医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、甲
府市医師会健康管理センター、中沢クリ
ニック、竜王リハビリテーション病院、
竜王共立診療所、赤坂台病院、石和温泉
病院クアハウス石和

※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受付。
※医療機関への受診予約は、受診券の発行後になります。

●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意味がありません。生活習

慣を改善することが一番大切です。生活習慣を見直
し、改善に努め、より健康な生活が送れるよう役立
てていただくために結果説明会をおこないます。

双葉・竜王地区

敷島地区

受付時間
①午前９時30分～10時　②午後１時30分～２時
③午後３時～３時30分
対象 総合健診を受けた人
持参するもの ｢総合健診結果説明会について｣の用紙
※日程変更希望の人は、ご連絡ください。ただし、
変更する日は指定された日以降になります。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成
日常生活での健康づくりに役立つ、効果的な運

動をおこなうための、健康運動指導士による運動
プログラム作成および実践指導を行います。
運動器具等を使っての安全で適切な指導をします。
日　時 10月6日、13日、20日（金）午後４時～５時
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料(1回100円)必要
持ち物 運動靴/運動のできる服装

予約制（希望日をご連絡ください）

②水中ウォーキング
集団で行なう水中ウォーキング教室を、受講できな

い次の人を対象に、個別運動指導を行います。予約制。
場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住者で次の人
・病院などに通っていて、運動を勧められるが長
時間運動できない人

・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受けるの
が困難な人

安全のため、かかりつけ医師の診断書(費用の補助
はありません)が必要な場合もあります。
申込方法等 聞き取りの上、予約制になりますの
で、敷島保健福祉センターに直接(月曜日以外)
■申し込み・問い合わせは…
敷島保健福祉センター　 055（277）7311

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

健診受診日 説明会日 受付時間 場　所

双葉･竜王地区で
健診を受けて結
果をまだ取りに
きていない人

10月 4日（水） ① 双葉保健福祉センター

10月10日（火） ① 竜王保健福祉センター

10月16日（月） ② 竜王保健福祉センター

10月20日（金） ① 双葉保健福祉センター

10月27日（金） ① 竜王保健福祉センター

10月31日（火） ① 竜王保健福祉センター

健診受診日 説明会日 受付時間 場　所 

9月 11日 （月） 
10月 11日 （水） 

10月 12日 （木） 

①②③ 

敷島保健福祉センター 

9月 14日 （木） 10月 12日 （木） 

10月 13日 （金） 

②③ 

敷島地区で健診 
を受けて結果を 
まだ取りにきて 

いない人 

10月 2日 （月） ① 

① 

① 

10月 17日 （火） ① 

10月 20日 （金） ② 

10月 25日 （水） ① 

10月 30日 （月） ① 
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●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳児健

診のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　※普段使用しているもの）
◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午前９時～11時）：10月23日（月）竜王保健福祉センター

10月19日（木）双葉保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。
受　付 午後1時15分～1時30分

（教室 午後1時30分～4時頃）
持ち物 母子健康手帳、離乳食用スプ
ーン、水分補給が必要な人は、麦茶等を持参してください。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、ご

相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイズ

で妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプアッ
プへとつながります。
◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持 ち 物 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参してくだ

さい。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

3
内　　容 

4・11か月児健診 

〃 

4か月児健診 
11か月児健診 
1歳6か月児健診 

〃 
2歳児健診 
〃 

3歳児健診 
〃 

　　実施月日 

 10月 24 日（火） 

10月  30 日（月） 

 10月 31 日(火） 
 10月 26 日(木） 
 10月 3 日（火） 
 10月 5 日(木） 
 10月 4 日(水） 
 10月 10 日（火） 
 10月 19 日（木） 
 10月 25 日（水） 

該　当　児 
  4か月児：H18．6月生 
11か月児：H17．10月生 
  4か月児：H18．6月生 
11か月児：Ｈ17．10月生 

H18．6月生 
H17．10月生 

H17．3月生 

H16．9月生 

H15．4月生 

対象地区 

敷島 

双葉 

竜王 
竜王 

敷島・双葉 
竜王 
竜王 

敷島・双葉 
竜王 

敷島・双葉

実 施 場 所 

敷島保健福祉センター 

双葉保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 

 内　　容 実施月日 該 当 児  実 施 場 所 
 後期の離乳食教室 10月  6日（金） H17．12月生 双葉保健福祉センター 
 前期の離乳食教室 10月18日（水） H18． 4 月生 敷島保健福祉センター 

発 行 時 間  
場 所  
持 ち 物  

開庁時間（午前８時30分～午後５時15分） 
健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 
印鑑 

内　　　容 
第１課　妊娠中の生活・妊婦体操 

（助産師、保健師） 
第２課　母乳教室 

（助産師、保健師） 
第３課　栄養教室 

（栄養士、保健師） 

実施月日 
10月 2 日（月） 
午前9時30分～正午 
10月16日（月） 
午前9時30分～正午 
10月23日（月） 
午前9時30分～正午 

対　　象 
 
 
甲斐市に在住する 
5か月過ぎの妊婦 

実施場所 

竜王保健福祉センター 

持参するもの 

母子健康手帳、筆記用具 

内　　　容 
 

マタニティービクス 
（講師）マタニティービクスインストラクター、助産師、保健師 

実施月日 
 

10月18日（水） 
午前9時30分～正午 

対　　象 
 

甲斐市に在住する 
５か月過ぎの妊婦 

実施場所 
 

敷島保健福祉センター 
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●青空市場 　　　　　
午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 
●第21回竜王中部ふれ
あいまつり 

　午後1：00 
　竜王中部公民館 

●休館日 
●野菜即売会 
　午前8：30　JA玉幡 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　敷島総合文化会館 
 

●休館日 
●野菜即売会 
　午前8：30　JA玉幡 
●行政相談 
　午後1:30～4:00  
　双葉公民館 

 

 

●青空市場 　　　　　
午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 
 

 

 
 
 

●休館日 
●野菜即売会 
　午前8：30　JA玉幡 
●市民相談　　　　　　
午後1:30～4:00  
　竜王南部公民館 
●家庭相談室定例相談会 
　午後1:30～3:30  
　敷島庁舎福祉相談室 

●いきいき健康教室 
　午前11:30～正午 
　百楽泉研修室 

●いきいき健康教室 
　午後1:00～1：30 
　百楽泉多目的ホール 
 

●休館日 
 

Topics

●いきいき健康教室 
　午後1:00～1：30 
　志麻の湯ことぶきセン
ター 

 

●消費者講座 
　午後1:30～3：00 
　竜王北部公民館 
●11月分学校体育施設 
　一斉開放受付　 
　午後7：00 双葉公民館 
●12月分社会体育施設 
　一斉開放受付　 
　午後8：00 双葉公民館 

●野菜即売会　　　　 
　午前8：30　JA玉幡 
●いきいき健康教室 
　午後1：00～1：30 
　志麻の湯ことぶきセンター 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　竜王北部公民館 
●11月分学校体育施設・
12月分社会体育施設開
放随時受付開始 

●青空市場　 
　午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 
●信玄堤ウォーク 
　午前9：00　信玄堤公園 
●行政書士無料法律相談会 
　午前10：00～午後4：00 
　竜王北部公民館 

●青空市場 　　　　　
午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 
●ヴァンフォーレ甲府 
　甲斐市サンクスデー 
　午後2：00　 
　小瀬スポーツ公園 

Kai・遊・パークでは、11日・25日の午後１時から５時ま
で市内在住障害者および市内在住満６５歳以上の方に
施設を無料開放します。どうぞ、ご利用ください。 
 
献血にご協力おねがいします。 
日時　10月5日（木）　午前9時30分～11時30分 
　　　　　　　　　　午後0時30分～　3時30分 
会場　甲斐市役所　双葉庁舎駐車場 
主催　甲斐市 
協力　双葉ライオンズクラブ 

28272625

21201918
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日 月 火 

●休館日 
 

 

 

  
 

●休館日 
 

●休館日 
 
 

●休館日 
 
  
 

 ●休館日 
 
  
 

 

●ドラゴンフェスタ 
　午前10：00　 
　赤坂台総合公園（ドラ
ゴンパーク）　 
 

●休館日 
●市県民税第3期納期限 
●介護保険料第4期納期
限 
 
  
 

●休館日 
 

 
 

●休館日 
 
  
 

●ソフトボール祭り 
　午前7：30 
　双葉スポーツ公園 
●特設行政相談所 
　午後1：30～4：00 
　敷島総合文化会館 

●緑とふれあいフェステ
ィバル　午前9：30 
　双葉スポーツ公園 
●「ALWAYS三丁目の夕日」
上映　午後2：00 

　双葉ふれあい文化館 

●休館日 
 

●ふるさとウォーク甲斐市 
　午前8：30　 
　双葉スポーツ公園 
●ファミリーミュージカル
「トム・ソーヤー物語」 
　午前10：30 
　午後2：00（2回公演）
双葉ふれあい文化館　 

 

●休館日 
●野菜即売会 
　午前9：00　JA竜王 
●国民健康保険税第4期納期限 

●第21回竜王中部ふれ
あいまつり 

　午前9：00 
　竜王中部公民館 
●プロ野球OB選手によ
るキャッチボール教室 

　午後1：00 
　赤坂台総合公園（ドラ
ゴンパーク） 

313029

2423

9 108

16 17

22

15

31 2

※なお、次の字名の甲斐市牛句・大久保・
境・大下条・中下条・長塚・島上条・天狗
沢の方は、甲府市水道局区域になりま
すので甲府市水道局へ問合せ願います。 
■甲府市水道局 
　　055（228）3311

　水道　休日当番 

日 修理工事店 電話番号 
山梨相互工業 
公栄設備工業 
吉澤設備 
塩入工業 
吉澤設備 
塩入工業 
小澤設備 

長田設備工業 
小澤設備 

長田設備工業 
小澤設備 

長田設備工業 
勝又設備工業 
宝実水道 

勝又設備工業 
宝実水道 
カネト工業 

大木設備工業所 
カネト工業 

大木設備工業所 

１（日） 
 

７（土） 
 

８（日） 
 

９（月） 
 

14（土） 
 

15（日） 
 

21（土） 
 

22（日） 
 

28（土） 
 

29（日） 

055（276）5210 

055（277）5790 

055（276）3118 

055（277）3356 

055（276）3118 

055（277）3356 

055（276）4548 

055（277）3553 

055（276）4548 

055（277）3553 

055（276）4548 

055（277）3553 

055（276）7827 

055（224）4642 

055（276）7827 

055（224）4642 

055（276）6351 

055（276）8464 

055（276）6351 

055（276）8464
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■利用時間 
　9月30日（土）は午後10時まで 
　10月1日（日）午前0時から24時間利用可能 
 
■運用形態 
　上り線（東京方面）は入口、下り線（名古屋・長野方面）は出
口としての利用が可能です。 

 

　※東京方面へ行く車と、東京方面から来た車のみの利用と
なります。 

■利用車種 
　ＥＴＣ車載器が搭載されている普通車、軽自動車等 
   （けん引車は利用できません） 
 
■利用上の注意 
　スマートＩＣは一旦停止型のインターチェンジです。 
　ＥＴＣゲートでは必ず一旦停止してください。 
 
■問い合わせは… 
　都市計画課（竜王庁舎2階）　 
　　０５５(２７８)１６６９ 


